
 

 

 

 

 

 

 

選択的評価事項に係る評価 
 

 

自 己 評 価 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年６月 

 

豊田工業高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



豊田工業高等専門学校 

目   次 

 

 

Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1 

Ⅱ 目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2 

Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4 

Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 ・・・・・・・・ 42 

 

 



 



豊田工業高等専門学校 

Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

豊田工業高等専門学校 

（２）所在地 

愛知県豊田市 

（３）学科等構成，学生数及び教員数 

（平成19年５月１日現在） 

学生数                  単位：人 

準学士課程 1年 2年 3年 4年 5年 計 

機械工学科 45 46 40 52 41 224

電気・電子シス

テム工学科 
43 49 46 36 46 220

情報工学科 43 47 36 46 38 210

環境都市工学科 43 44 48 44 34 213

建築学科 43 42 49 42 34 210

計 217 228 219 220 193 1,077

 

専攻科課程 1年 2年 計 

電子機械工学専攻 15 14 29 

建設工学専攻 14 13 27 

情報科学専攻 8 5 13 

計 37 32 69 

教員数                  単位：人 

準学士課程 教授 准教授 講師 助教 助手 計

一般学科 13 9 3  25

機械工学科 4 4 2 1 11

電気・電子システ

ム工学科 
 5 4 1  1 11

情報工学科 5 4 1  2 12

環境都市工学科 4 5  2 11

建築学科 4 3 1 2 10

計 35 29 8 5 3 80

 

２ 特徴 

「学校の沿革」 

 本校は産業界の強い要望により，中堅技術者の養成を

目的とした高等教育機関として，昭和 38 年４月１日に設

置された。設立時の準学士課程（本科）の学科構成は，

機械工学科，電気工学科，及び建築学科の３学科であり，

入学定員はそれぞれ 40 名であった。昭和 38 年愛知県豊

田市のトヨタ会館において開校式と第１回入学式を挙行

し，トヨタ自工（株）本社工場内の施設を仮校舎，旧豊

田市役所を仮学生寮とし，昭和 39 年愛知県豊田市栄生町

の本校舎に移転し，現在に至っている。 

 この間，昭和 43 年度には土木工学科（入学定員 40

名），昭和 62 年度には情報工学科（入学定員 40 名）が

増設された。また，平成５年度には土木工学科が環境都

市工学科に改組され，平成６年度には電子機械工学専攻，

建設工学専攻及び情報科学専攻の３専攻からなる専攻科

課程（専攻科）が設置された。平成 11 年度には電気工学

科が電気・電子システム工学科に改称されている。 

 現在では，５学科・３専攻，学生数 1,040 名(入学定

員)規模の教育・研究機関に発展してきている。 

「学校の特徴」 

 本校では，以下の事項に積極的に取り組み成果をあげ

ている。 

１．国際性の育成 

１）英語教育の活性化 

 本科第３学年及び専攻科全員が TOEIC 団体受験をして

いる。 

２）海外留学 

 毎年 40 名前後の学生を海外に留学生として送り出して

いる。 

２．ものづくり教育 

 各学科で PBL に取り組み，学校見学会，ロボコン，プ

ロコン，デザコン等で成果をあげている。また，夏季休

暇中にものづくりセミナーを実施している。 

３．ＦＤへの積極的な取り組み 

１）授業参観 

 授業参観週間を設定し，保護者による授業の点検評価

を実施している。 

２）公開授業 

 学校全体で公開授業を実施し，教員同士のスキルアッ

プを図っている。 

４．専攻科教育 

１）インターンシップ 

 平成 18 年度から授業を７月中に終了させ，８・９月の

２ヶ月間インターンシップができるようにしている。 

２）JABEE 認定 

 平成 16 年度に「電気・電子システム工学プログラム」，

「環境都市工学プログラム」，平成 17 年度に「機械工学

プログラム」，「情報科学」のプログラム，平成 18 年度

には「建築学プログラム」が認定され５つ全ての専門分

野別に JABEE 認定されている。 

３）英語教育 

 TOEIC スコア 400点相当の能力を保証している。 

４）学会発表 

 専門学協会等で口頭発表させ，能力があることを保証

する。 

５．教員の教育・研究活動等 

１）外部資金獲得 

 原則全教員が科研費申請をしており，採択件数も年々

増えている等，外部資金獲得に努力し成果をあげている。 

２）表彰等 

 教員研究集会の文部科学大臣賞受賞等多くの教員が学

協会で表彰を受けている。 

３）地域社会への貢献 

 公開講座及び出前授業を実施している。 
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Ⅱ 目的 

１ 豊田工業高等専門学校の使命 

  教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を

育成すること」を昭和38年の創設時に学校の目的と定めている。また，平成６年には専攻科の目的を「高等専

門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な専門的知識及び技術を教授し，その研究を指導

すること」と定めている。 

２ 教育研究活動の基本方針および養成しようとする人材像 

本校の社会的使命は，実践的で，創造力ある技術者を育てることを通して，人類社会の福祉増進に貢献する

ことである。本校で行う教育の特徴は，豊富な体験学習を基礎に，若年期からの創造性の育成，専門分野に関

する基本的知識，実践的技術の習得を中心として，技術の社会的責任を認識しつつ，広い視野を持って，創造

的に技術開発に挑戦し続け得る技術者を養成することである。 

３ 教育目標（本科・専攻科共通教育目標） 

 ① 社会の変化と要請を的確に捉え，ものづくりを多面的に認識し，実現可能なシステムを構築できる技術者

の養成 

② 実験・実習で培われる豊かな体験と基礎理論の深い理解との融合から生まれるエンジニアリング基盤の確

立 

③ 問題意識と考える力を持ち，自ら学習することによる創造力と実践力を備えた技術者の養成 

④ 科学的な分析に基づく論理的な記述力，明解な口頭発表能力，十分な討議能力，および国際的に通用するコ

ミュニケーション能力の修得 

 ⑤ 世界の文化・歴史の中で，技術が社会に与える影響を考え，自らの責任を自覚し誇りを持つことのできる

技術者の育成 

４ 準学士課程における具体的達成度目標 

本科教養教育 

人間として，技術者として必要な教養並びに工学基礎学力の修得，外国語能力，情報リ テラシーの修得，心

身共に健全な人格形成のための教育を中心とする。さらに，専門技術への導入教育，ものづく り への関心を高

めるための教育的工夫を行う。 

本科専門教育 

本科にあっては，教育目標並びに自らの専門技術分野についての基礎的知見を身に付け，経験に裏打ちされ

た実践的かつ創造的技術者(準学士(工学))を養成する。 

a) 機械工学科 

   技術者教育に求められる社会的要請に対して，環境を考慮し，資源の無駄を無くし，エネルギーや作業の

効率化を念頭に置いた「ものづくり」を中心に据えた教育を行う。また，少人数教育である実験・実習に多

くの時間を充当し，工学基礎理論の理解を助け，「ものづくり」の精神を肌で感じさせて，洞察力，実践

力，問題解決能力の素養を身につけた機械技術者の育成をする。 

b) 電気・電子システム工学科 

社会における技術者の役割を意識し，現象の観察・体験を出発点として学習することにより，電気・電子

回路，電気磁気学の基礎的内容を修得し，電気エネルギーの運用（発生，輸送，変換）に関する原理，エレ

クトロニクスの基礎，コンピュータによる情報・通信（情報の保持・変換・伝達）の概念を理解している技

術者を養成する。 

c) 情報工学科 

社会の変化に対応できる高度で知性と創造性の豊かな情報処理技術者を育成することを目標にしている。
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具体的には，ハードウェアに関連するコンピュータシステムとソフトウェアに関連するプログラミング言語

やシステムプログラムの知識を利用したものづくりによるシステムを構築できるコンピュータ技術者を養成

する。 

d) 環境都市工学科 

人間が活動する社会と自然との関わりの中で，持続可能で快適な人間の活動空間を創造する技術を教育す

ることを基本理念とし，地球規模での環境問題を認識しつつ，人間の生活を支えるより良い道路，鉄道，上

下水道等の社会基盤施設の建設・維持管理に必要な基礎知識と実践的技術を身に付けた技術者を育成する。 

e) 建築学科 

社会と技術との関わりを種々の側面から教授し，ものづくりのプロセスとの関わりで，表現力・応用力・

実践能力が身に付いた建築技術者を育成する。 

５ 専攻科課程における具体的達成度目標 

専攻科教育に関する具体的達成度目標 

専攻科にあっては，専門分野の高度な技術能力に加え，より深い教養，より広い工学基礎知識を身に付ける。

その上で技術者倫理を備えた技術開発能力，あるいは将来研究開発型の技術者を目指し得る能力を持つ者(学士

(工学))を育て，技術開発と研究開発に意欲のある学生を養成する。 

a) 電子機械工学専攻 

本科で身に付けた基本的能力に加え，社会における技術者の役割と責任を理解するとともに，実験，開発

の背景を自ら調査・整理し，技術的な問題点を明確にした上で目的と方法を設定し，計画的，継続的に研究

できる基礎的な研究開発能力を持つ技術者を育成する。 

b) 建設工学専攻 

人間が安全で快適に暮らせる社会の確立のために本科で学んだ環境都市工学あるいは建築学の知識や技術

に加え，都市工学，建築学，計画学，環境工学等の学際的な知識や実践的な技術，さらには，CAD を利用した

デザイン技術や実験を通した計測技術を修得させる。 

c) 情報科学専攻 

本学科生の知識と実践力に加えて，ハードウェアの基本動作を理論面から解析できるとともに，ソフトウ

ェア的手法を利用してハードウェアを設計でき，ソフトウェア開発において，数理的理論に基づくスマート

な設計ができるとともに，ハードウェアの基本動作を意識した設計ができ，コンピュータネットワークの動

作を通信理論の観点から数理的に解析できる高度な実践的技術者を養成する。 

 



豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 愛知県は工業出荷額全国一位であり，その中でも突出した「ものづくりの地」である豊田市に本校は位置して

いる。こうした産業的背景のもとで，本校卒業の就職希望者のうち８割程度が製造業や運輸通信業へ就職し，就

職先の大半は愛知県内である。活性化の著しい豊田地区にあっても製造業の持続的成長に必要な人材の育成は最

重点課題であり，実践的技術者を育成することを使命とする本校が期待される理由でもある。 

また，平成 16 年度からの高等専門学校の独立行政法人化に伴い，独立行政法人国立高等専門学校機構法第 12

条には「三 機構以外の者から委託を受け，又はこれと共同して行う研究の実施その他の機構以外の者との連携

による教育研究活動を行うこと」と定められている。こうした観点から実践的および創造的技術者の育成を目的

としつつ，地域の企業と連携して研究活動を行うことは，地域貢献の点からも重要な位置付けを占めている。 

そこで本校における研究活動の目標として以下の項目を掲げる。 

 

１） 基礎研究と技術シーズの育成 

地域企業との共同研究の基盤となる基礎研究や技術シーズの育成に努め，地域企業との共同研究を通じて地

域貢献の強化を図る。 

 

２） 技術交流の促進と研究成果の創出 

学外の研究者や技術者との交流を促進することによって，学際的な研究や最先端の技術課題に取り組む。ま

た，共同研究を通じて研究成果の創出を図る。 

 

３） 外部研究資金等の導入 

地方公共団体や地域企業へ教員の専門分野や技術シーズなどの情報提供を行うとともに，受託研究，共同研

究費などの外部資金の導入と科学研究費補助金等の競争的資金の獲得を推進し，地域産業の活性化に貢献す

るとともに教員の研究活動の活発化を図る。また，これら研究成果を公表することによって社会に成果を還

元する。 

 

４）実践的技術者の育成と研究の教育への還元 

  共同研究や受託研究などの研究活動に学生を参画させることにより，問題解決能力を備えた実践的で創造性

を有する技術者を育成する。また，研究によって得られた教員の知識，技術は特別研究，卒業研究等学生の

教育に還元する。 
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２ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整

備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 高専における研究の位置付けとして，高等専門学校設置基準第２条に「２ 高等専門学校は，そ

の教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な研究が行われるように努力するものとする」と

規定されている。本校では，技術の進展に即した技術者教育のポテンシャルを高めるために研究の

質の向上を目指し，学位取得者の教員採用（資料Ａ－１－①－１），教員の内地研究や在外研究へ

の派遣並びに高専間教員交流制度等の利用を通して研究を側面より支援してきた（資料Ａ－１－①

－２）。また，準学士課程における卒業研究，専攻科課程の特別研究及び各教員が行う研究並びに

企業や自治体との共同研究や受託研究を推進するための体制も整備してきている（資料Ａ－１－①

－３）。 

こうした研究体制のもとに，以下の４つの研究の目標を掲げている。 

１）基礎研究と技術シーズの育成 

平成 15 年度に，地域共同テクノセンターが開設された。同センターは，センター長を中心に技

術教育研究部門，データベース，地域交流，共同研究の各部門が置かれ，さらに各科より１名の室

員により運営している（資料Ａ－１－①－４）。また，平成 18 年度に任用された産学連携・地域

連携コーディネーター１名が産学連携推進のために常駐している。地域共同テクノセンターの発足

以来，センターの活動は，上記運営委員会と本校技術部の職員が主体であったが，加えてコーディ

ネーターによる経済産業省委託事業等の活動にも力を入れている（資料Ａ－１－①－５）。さらに，

庶務課研究協力係を介した地域企業からの技術相談や HP への情報の公開（資料Ａ－１－①－６）

等を通して，地域産業のニーズの把握や本校教員の研究シーズを発信する体制を整えつつある。

（資料Ａ－１－①－７） 

２）技術交流の促進と研究成果の創出 

大学等の研究者や企業の技術者との交流を支援する体制も整えている。第３回全国高専テクノフ

ォーラムの開催（平成 17 年度）や岐阜高専テクノシンポジウムへの参加といった交流事業を行う

とともに，平成 16 年度から知的財産権教育支援セミナーの開催（資料Ａ－１－①－８）や特許出

願に対する支援を行う体制も整備されつつある（資料Ａ－１－①－９）。 

３）外部研究資金等の導入 

共同研究や受託研究の外部資金の導入を推進するために教員の専門分野や技術シーズ等の情報提

供を目指し，研究者総覧（資料Ａ－１－①－10）の作成と全国高専研究者データベースの立ち上げ，

公開を行っている（これは，本校が作成したものを高専機構へ移管し全国版となっている）。さら

に教員の研究の活性化を図るために科学研究費補助金の獲得を目指し，外部講師による科学研究費

補助金に関する説明会の開催（資料Ａ－１－①－11）や校長裁量経費による教育・研究プロジェク

ト経費の公募とその成果報告会を開催している（資料Ａ－１－①－12）。 

４）実践的技術者の育成と研究教育への還元 

学生に実社会における研究のあり方を体験させることによる教育効果の向上を目指して，企業や

地方自治体と行う共同研究等が，準学士課程の卒業研究や専攻科の特別研究に取り込まれている

（資料Ａ－１－①－13）。また，一般科目の教員を含む多数の教員によって教育の IT 化や教育方

法の改善に関する研究が広く行われており，実際の教育への還元が図られている。こうした教育方
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法改善に向けての取り組みには，上記３）の教育・研究プロジェクト経費が活用されている（資料

Ａ－１－①－12）。 

 

資料Ａ－１－①－１ 

 

①専門学科（理系）

区  分 博士 修士 学士 計

教   授 22 0 0 22
准教授 15 4 0 19
講   師 2 3 0 5
助   教 3 2 0 5
助   手 0 3 0 3
合   計 42 12 0 54

②一般科目（理系）

区  分 博士 修士 学士 計

教   授 4 0 0 4
准教授 5 1 0 6
講   師 1 0 0 1
助   教 0 0 0 0
助   手 0 0 0 0
合   計 10 1 0 11

②一般科目（文系）

区  分 博士 修士 学士 計

教   授 0 8 1 9
准教授 2 1 0 3
講   師 2 0 0 2
助   教 0 0 0 0
助   手 0 0 0 0
合   計 4 9 1 14

教員の学位取得状況（平成１９年４月１日現在）

（准教授高専卒１名・・外数）

 理系　博士学位取得率：　５２／６５＝８０％

 文系　博士・修士学位取得率：　１３／１４＝９２．８％
 

（出典 庶務課資料）
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

資料Ａ－１－①－２

教員の内地研究や在外研究への派遣並びに高専間教員交流実績一覧 

在外研究員実績一覧(H16.4～　海外先進教育研究実践支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに制度変更）

長期
年度 研究者氏名 研究題目 研究機関 期間

電気工学科 スイス 1993. 5.21～

助教授　塚本　武彦 ジュネーブ大学 1994. 3.20

一般学科 連合王国 1994. 6.11～

助教授　長岡　美晴 ロンドン大学 1995 .3.31

一般学科 連合王国 1995. 6. 1～

助教授　高橋　　薫 マンチェスター大学 1996. 3.31

環境都市工学科 アメリカ合衆国 1995.10. 1～

助教授　伊東　　孝 ミシガン大学 1996. 7.31

 一般学科 アメリカ合衆国　 1996.10. 1～

助教授　長澤唯史 サンディエゴ州立大学 1997. 7.31

情報工学科 ドイツ　 1996.11. 1～

講　師　安藤浩哉 ユーリッヒ研究センター 1997. 8.31

電気工学科 フィンランド   1997. 5.21～

助教授　西澤　一 タンペレ工科大学 1998. 3.18

電気・電子システム工学科 ドイツ　 2001. 5.28～

助教授　杉浦藤虎 ミュンヘン工科大学 2002. 3.27

建築学科 アメリカ合衆国 2002. 6. 1～

助教授　大森峰輝 カリフォルニア大学バークレー校 2003. 3.31

機械工学科 アメリカ合衆国　 2003.11. 1～

助教授　清水利弘 カリフォルニア大学 2004. 8.31

一般学科 連合王国 2004. 3.31～

助教授　鈴木基伸 レディング大学 2005. 1.30

海外先進教育研究実践支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(H16.4～）
環境都市工学科 アメリカ合衆国 2005. 3.10～

助教授　河野伊知郎 カリフォルニア大学バークレー校 2006. 1. 9

独立行政法人国立高等専門学校機構在外研究員(H17.4～)

電気・電子システム工学科 オーストラリア 2006.3.21～

助教授　吉岡貴芳 グリフィス大学ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ校 2007.3.20

国際研究集会派遣研究員(H16.4～　国際学会等派遣事業に制度変更）
一般学科 スゥエーデン 2002. 5.21～

助教授　高橋　薫 ヨーテボリ 2002. 5.28

2004
各種混和材のコンクリートへの有効利
用

2002
国際会議　ＩＣＡＭＥ２００２に参加し、発
表を行った。

2005
創造性教育における体験的学習に埋
め込まれたユビキタス学習環境に関す
る研究

2001

2002

コンピュータネットワークを用いたリモー
トセンシングの研究

光デバイス用半導体材料の特性改善
及び技術応用に関する研究

空間プレゼンテーション技術の評価に
関する研究

均質化理論を用いた不均質岩石材料
の力学特性評価に関する研究

1996
超伝導ナノブリッジにおける超伝導パラ
メータに関する研究

1997

2003

医療用生体材料の疲労特性に関する
研究

外国語としての英語教授法の研究

1993

1994

1995

現代アメリカ小説に関する研究

酸化物高温超伝導体に関する研究

ヘンリー・ジェイムズの研究

英語コーパスの文章解析の研究

 

内地研究員実績一覧
年度 研究者氏名 研　究　題　目 研究機関 期　間

情報工学科 東京大学 1993. 5. 6～

助　手　稲垣　　宏 工学部 1994. 3. 4

情報工学科 名古屋大学 1994. 5. 2～

助　手　安藤浩哉 工学部 1995. 3. 1

環境都市工学科 岐阜大学 1996.5. 1～

助　手  榊原幸雄 工学部 1997.2.28

建築学科 名古屋工業大学 1997.5. 1～

助　手　鈴木健次 工学部 1998.2.28

建築学科 名古屋大学 1998.5. 1～

講　師　竹下純治 工学部 1996.10. 1～

2001 情報工学科 名古屋大学大学院 2001. 5. 1～

助　手　灘　　篤弘 人間情報学研究科 2002. 2.28

2004 環境都市工学科 名古屋工業大学 2004. 5.10～

助　手　川西直樹 工学研究科 2005. 3.　9

情報処理内地研究員実績一覧
年度 研究者氏名 研　究　題　目 研究機関 期　間

情報工学科 大阪大学 1997.5. 1～

助　手  木村　勉 基礎工学部 1998.2.27

水深変化による孤立波の砕波変形特性に関
する研究

1997

1997
ハードウエア／ソフトウェア協調設計におけ
る消費電力の見積り方法に関する研究

室内温熱環境が人体に及ぼす影響に関する
研究

1998

腐食や地震による損傷を受けた鋼構造物の
補修情報処理教育における学生モデルの推
定に関する研究

都市型大学キャンパスの再整備計画に関す
る研究

情報処理教育における学生モデルの推定に
関する研究

1996

1993

1994

数値的に安定な３次元ボロノイ図構成算法と
その応用に関する研究

超伝導磁束フロートランジスタに関する研究

 

高専間教員交流（１年間） 

派遣 平成 18 年度 機械工学科 講 師 鬼頭俊介 一関工業高等専門学校 

受入 平成 19 年度 情報工学科 準教授 野村保之 福井工業高等専門学校 

（出典 庶務課資料）
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資料Ａ－１－①－３

 

（出典 H19学校要覧 p15）
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

資料Ａ－１－①－４

 

学　科　等

役　職　名

荻 野 弘

部門長

地域共同テクノセンター長

建 築 学 科一　  般　  学　  科 備  考

今 岡 克 也
（共同研究）

稲 垣 宏
（データ ベース）

安 藤 浩 哉
(技術教育研究)

荻 野 弘
（地域交流）

平 成  １９ 年 度 教 員 役 職 一 覧 表

機械工学科
電気・電子
ｼ　ｽ　ﾃ　ﾑ
工　学　科

情報工学科
環境都市
工 学 科

学　科　等

委員会名等

ﾃｸﾉｺﾝﾌﾟﾚ長 三 浦 大 和 技 術 部 長 小 関 修 中 嶋 清 実 材構ｾﾝﾀｰ長 研究協力係長

ものづくり長 荻野 部 門長 今 岡部 門長

ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長 柏 谷 賢 治 , 図 書 館 長 中 島 正 貴 小 関 修 安 藤 浩 哉 ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長 今 岡 克 也 研究協力係長

ﾏﾙﾁｾﾝﾀｰ長 材構ｾﾝﾀｰ長

ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長 三 浦 大 和 近 藤 尚 生 塚 本 武 彦 安 藤 浩 哉 山 下 清 吾 鈴 木 健 次 技 術 部

平 成 １９ 年 度 各 種 委 員 会 等 委 員 一 覧 表

委　員　長 機械工学科
電気・電子
ｼ　ｽ　ﾃ　ﾑ
工　学　科

情報工学科
 環境都市
工 学 科

一　　般　　学　　科 建 築 学 科 庶　　  務

室 員

運　営　委　員　会

専 攻 科 長
稲 垣 部門長
安 藤 部門長

知 的 財 産 委 員 会

テ ク ノ コ ン プ レ ッ ク ス

地域共同テクノセンター

（出典 総務会議（H19.3.27）資料抜粋）

 

資料Ａ－１－①－５

 

 

（出典 平成 18 年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育成」委託事業報告書 p1）

豊田商工会議所

豊田工業高等専門学校

・豊田高専 産学官連携・地域連携コーディ

ネーター（元同校教授）

・元（株）デンソー技研センター取締役社長

コーディネーター

•（株）デンソー技研センター

• 大豊工業（株）

• 小島プレス工業（株）

•（協）豊田市鉄工会

•（社）日本技術士会 中部支部

・豊田商工会議所会員企業 （会員企業の内、製造関係企業約 1,500 社）

・協同組合豊田市鉄工会 （会員企業 128 社）

・異業種交流グループ企業 （「ステップアップ豊田」、「アルキメデス」、

「エントロピー」63 社）

・産学官連携協議会 （「栄光路会」関係企業 22 社）

受託機関

協力企業等

実施機関

支援対象企業

事業総括

事業協力・技術協力

技術研修協力

講師派遣・研修協力

講師派遣

事業実施・研修・実習

連
携
・協
力

研修等協力

事業支援

愛知県、豊田市

愛知県産業技術研究所

商工会議所・高専を核として、

大企業・経済団体・周辺大学・

技術士会・異業種交流会・行政

等の参画を得て事業を展開

•愛知工業大学 工学部

•中京大学 情報理工学部

•愛知学泉大学 経営学部

•大同工業大学 情報学部
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資料Ａ－１－①－６

 

 

（出典 ホームページ抜粋）
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資料Ａ－１－①－７

 

（出典 全国高専研究者データベース）
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資料Ａ－１－①－８

 

（出典 知的財産権教育支援セミナー案内メール）
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（出典 知的財産権取得支援セミナー資料抜粋）
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資料Ａ－１－①－９

特許出願に対する支援体制 

 

（出典 ホームページ抜粋）
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資料Ａ－１－①－10
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（出典 研究者総覧抜粋）
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資料Ａ－１－①－11

外部講師による科学研究費補助金に関する説明会 

 

 

（出典 科学研究費補助金に関する説明会資料）
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資料Ａ－１－①－12

 

 

（出典 教員会議（H18.6.14）資料）
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資料Ａ－１－①－13

共同研究

1 バルブコッター形状の画像表示に関する研究 松田文夫（Ｉ科） 広瀬テクノロジー（株） 卒業研究 特別研究

2 木造住宅の簡易耐震診断用の水平起振システムの開発 今岡克也（Ａ科） （株）サンエス － －

3 水平起震実験を用いた木造２階建住宅の耐震補強効果に関する研究 今岡克也（Ａ科） （株）サカエ － －

4 リモートレーザの応用開発 洞口　巌（Ｍ科） （株）協豊製作所 卒業研究 特別研究

5 電磁シールド工法の確立 洞口　巌（Ｍ科） （株）協豊製作所 卒業研究 －

6 振動実験による木造２階建住宅の耐震性能に関する研究 今岡克也（Ａ科） 東海ＥＣ（株） － －

7 微粒珪砂混入路盤材の保水力向上粒度の研究 伊東　孝（Ｃ科） ヤハギ道路（株） － 特別研究

8 微粒珪砂を無機質系固化材で，固定した場合の保水力及び飛散の研究 中嶋清実（Ｃ科） ヤハギ道路（株） 卒業研究 特別研究

9 新潟県中越地震での木造住宅の被害率と地盤の振動特性に関する研究 今岡克也（Ａ科） 長岡技科大 － 特別研究

10 アンカー式補強土壁の降雨時および地震時における安定性評価法の開発 小林　睦（Ｃ科） 豊橋技科大 卒業研究 －

11 車両を利用した小型ラジオアンテナ（ＦＭ用）の開発 後田　澄夫 小島プレス工業（株） 卒業研究 －

12 ISM工法の低強度固化体の物性確認試験の評価・助言 中嶋清実（Ｃ科） ISM工法研究会 卒業研究 －

13 通過交通に関する交通実態分析 荻野　弘（Ｃ科） （財）豊田都市交通研究所 卒業研究 特別研究

１７年度から継続

Ｃ＋＋言語によるＩＣ設計への取り組み 仲野　巧（Ｉ科） デンソーテクノ（株） － 特別研究

砕石粉を利用した高性能コンクリートの開発 中嶋清実（Ｃ科） 中央砕石（株） 卒業研究 特別研究

受託研究

1 名古屋高速道路都心環状線における交通円滑化に関する研究 荻野　弘（Ｃ科） （財）名古屋高速道路協会 － 特別研究

2 高セキュリティ機能を有する次世代ＯＳ環境の開発 平野　学（Ｉ科） 文部科学省 － －

3 平成18年度｢サブテラヘルツ帯ＵＷＢ通信技術に関する研究」 安藤　浩哉（Ｉ科） 総務省 － －

備考

卒業研究・特別研究との関係

備考

研究題目 研究者名等

共同研究と卒業研究・特別研究の関係（平成１８年度の例）

相手先

研究題目 研究者名等 相手先

 

 共同研究等に関係する卒業研究・特別研究のテーマ（例） 

・三角測量距離計測センサを用いた三次元形状計測システムによる立体部品の傷検出法の動作確認 

  ・地区内通過交通の実態と住民意識に与える影響に関する研究 

  ・アイマークレコーダによる名古屋高速都心環状線の資格分析 

 

（出典 庶務課作成資料）
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（出典 地域共同テクノセンター利用申込書）

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，高等専門学校設置基準に規定された高専における研究活動の目標として４つの項目を

掲げている。すなわち，１）基礎研究と技術シーズの育成，２）技術交流の促進と研究成果の創出

３）外部研究資金等の導入，４）実践的技術者の育成と研究教育への還元である。これらを実現す

るために地域共同テクノセンターを中心とした支援体制が組まれ，テクノフォーラムやセミナーの

開催等の活動が広く行われている。 

以上のことから，研究活動を遂行するにあたっての体制が整備され，支援体制も機能していると

判断される。 
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況） 

本校の掲げる教育活動に関する４つの項目における活動の成果について以下に述べる。 

本校教員と地域企業との共同研究の実績について資料Ａ－１－②－１に示すとおり，過去３年間

で56件を実施しており，地域企業のニーズに応えるものとなっている。また，地域企業からの技術

相談について資料Ａ－１－②－２に示すとおり，過去３年間で19件の実績がある。 

地域共同テクノセンターを中心とした地域貢献としては，平成 18 年度経済産業省「高専等を活

用した中小企業人材育成」委託事業を実施した。「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の

若手技術者育成プログラム」の４つの講座（各 10 回，各講座募集人員 20 名）では，地元企業 29

社より延べ 97 名の受講者が参加し，92 名に修了証書を授与した（資料Ａ－１－②－３）。 

外部資金の獲得状況については，過去３年間の民間企業からの共同研究費，受託研究費及び奨学

寄付金の受け入れ件数並びに総額を資料Ａ－１－②－４に示す。また，過去３年間の科学研究費補

助金の申請件数，採択件数及び金額について資料Ａ－１－②－５に示す。こうした結果より，本校

の教員の研究活動が活性化していることが明らかである。加えて，本校教員が推薦者となって支援

して研究を進める技術職員による科学研究費補助金（奨励研究）の申請件数と採択件数及び金額に

ついても明らかなように，教育研究に関する申請が非常に活発であり，成果が教育にも反映してい

ると考えられる。また，教員による実践的技術者の育成と研究教育への還元については，専攻科学

生の特別研究の成果を学会発表等で行っており，過去３年間の件数と平成 18 年度の題目を資料Ａ

－１－②－６に示す。 

過去３年間における教員による研究業績について資料Ａ－１－②－７に示す。毎年多くの研究成

果が恒常的に公表されていることから，研究活動が十分に高いレベルにあることがわかる。さらに，

これら研究の成果の一つである特許についても，過去３年間に４件の出願を行っている。 

こうした教員による研究成果の教育への還元として，準学士課程や専攻科課程の学生の研究発表

にも研究指導の成果が現れている。また，本校学生がＮＨＫロボットコンテスト，プログラミング

コンテスト，デザインコンペティションで優秀な成績を収めていることにも，技術職員を含む教職

員のアクティビティが関連していると考えられる。 
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

資料Ａ－１－②－１

共同研究の実績について 

 

 

（出典 H19学校要覧 p53）

平成１８年度民間等との共同研究 19.2.21

件数 研 　　究 　　題 　　目 形態 金　額 備考
（円）

継続 情報工学科・教授

1 仲野　巧

環境都市工学科・教授

2 中嶋　清実

新規 情報工学科・教授 情報・講師

1 松田　文夫 早坂太一

建築学科・教授

2 今岡　克也

建築学科・教授

3 今岡　克也

建築学科・教授

4 今岡　克也

機械工学科・教授

5 洞口　巌

機械工学科・教授 電気・教授

6 洞口　巌 後田澄夫

建築学科・教授

7 今岡克也 ←長岡技科大の分担者

環境都市工学科・教授 環境・助教授

8 中嶋　清実 河野伊知郎

環境都市工学科・教授 環境・助手

9 伊東　　孝 小林　睦

環境都市工学科・助手

10 小林　　睦 ←豊橋技科大の分担者

電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科・教授

11 後田　澄夫

環境都市工学科・教授 環境・教授

12 中嶋　清実 伊東　孝

環境都市工学科・教授 環境・教授

13 荻野　弘 野田宏治

5,200,000

（財）豊田都市交通研究所 通過交通に関する交通実態分析
研究経費のみ

受入れの分担型 500,000

小島プレス工業（株） 車両を利用した小型ラジオアンテナ（ＦM用）の開発
研究経費のみ

受入れの分担型 200,000

ヤハギ道路(株) 微粒珪砂混入路盤材の保水力向上粒度の研究
研究経費のみ

受入れの分担型 250,000

高専機構本部に
よる包括契約

ヤハギ道路(株)
微粒珪砂を無機質系固化材で、固定した場合の保水力及び飛
散の研究

研究経費のみ
受入れの分担型 250,000

長岡技術科学大学
新潟県中越地震での木造住宅の被害率と地盤の振動特性に
関する研究

研究経費のみ
受入れの分担型 300,000

振動実験による木造２階建住宅の耐震性能に関する研究
研究経費のみ

受入れの分担型 400,000

民間機関等

デンソーテクノ（株）
Ｃ＋＋言語によるＩＣ設計への取り組み（次世代型デジタル回
路設計事業の確率）

研究経費のみ
受入れの分担型

（株）サカエ
水平起振実験を用いた木造２階建住宅の耐震補強効果に関
する研究

研究経費のみ
受入れの分担型

研　　究　　組　　織

本校研究代表者 本校研究者

東海ＥＣ(株)

（株）サンエス 木造住宅の簡易耐震診断用の水平起振システムの開発
研究経費のみ

受入れの分担型 500,000

600,000

広瀬テクノロジー㈱ バルブコッターの形状の画像表示に関する研究
研究経費のみ

受入れの分担型 500,000

3,000,000

変更：複数年度契約
17.6.15～19.3.31

研究経費
17年度に納入済

中央砕石㈱ 砕石紛を利用した高性能コンクリートの開発
研究経費のみ

受入れの分担型 500,000

変更：複数年度契約
17.7.7～19.3.31

研究経費
１７年度納入済

（株）協豊製作所 電磁シールド工法の確立
研究経費のみ

受入れの分担型 300,000

（株）協豊製作所 リモートレーザの応用開発
研究経費のみ

受入れの分担型 300,000

高専機構本部に
よる包括契約

豊橋技術科学大学
アンカー式補強土壁の降雨時および地震時における安定性評
価法の開発

研究経費のみ
受入れの分担型 700,000

ISM工法研究会 ISM工法の低強度固化体の物性確認試験の評価・助言
研究経費のみ

受入れの分担型 400,000

（出典 庶務課資料）
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

資料Ａ－１－②－２

 

過去３年間の技術相談件数 

 平成18年度 度 度 平成17年 平成16年 計 

技術相談件 件 件  数 ８件 ４ ７ 19件

（庶務課資料より作成）

 

（出典 庶務課資料）
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

資料Ａ－１－②－３

 
 

平成 18 年度 経済産業省《高専等を活用した中小企業人材育成》委託事業 

 
 
 
 
 
 

 
 

【 開 講 講 座 】 

講  座  名 開 講 期 間 申込締切日 

①「匠の技術から学ぶものづくり」 

    【水曜日】18:00～20:00（10 回）

平成 18 年 9 月 13 日 

       ～11 月 15 日 
平成 18 年 8 月 28 日（月）

②「製造技術者のための基礎設計技術」 

    【水曜日】18:00～20:00（10 回）

平成 18 年 11 月 22 日 

  ～平成 19 年 2 月 7 日
平成 18 年 11 月 6 日（月）

③「製造技術者のためのディジタル技術」 

    【火曜日】18:00～20:00（10 回）

平成 18 年 10 月 10 日 

     ～12 月 12 日
平成 18 年 9 月 25 日（月）

④「技術者の素養を磨くスキルアップ講座」

    【土曜日】 9:30～11:30（10 回）

平成 18 年 10 月 21 日 

 ～平成 19 年 1 月 20 日
平成 18 年 10 月 2 日（月）

※ 募集人数：各講座 20 名（定員になり次第締め切ります。） 

複数の講座を受講していただいて結構です。 

 
 

管理団体：豊田商工会議所 

実施機関：独立行政法人国立高等専門学校機構 

    豊田工業高等専門学校 

「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プログラム」 

受 講 者 募 集  
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 

 
 
 
 

 
 
 
■《事業概要》 

中小企業製造現場の若手技術者・技能者を主な対象とした人材育成プログラムです。講義に加え

実験・実習などの実技と共に、グループ討論・企業研修などを織り込み、受講者が身をもって体験

しながら学ぶことができるプログラムを目指しています。 

■《受講対象者》   

中小企業製造現場の若手・初学技術者・技能者、技術者を目指している従業員 

専門知識の幅（機械系技術者でディジタル技術など）を広げたい技術者 

■《募集人数》 

各講座とも 20名 

■《受 講 料》  

無料（ただし、各講座とも全期間ご参加いただきます。） 

なお、協力機関への交通費、実習・実験等に係る保険費用は自己負担です。 

■《研修会場》 

各講座とも、「豊田高専地域共同テクノセンター」で実施します。 

（ただし、特別講演、企業研修、技術研修を除く。）  

（１）講座研修会場： 

豊田高専 地域共同テクノセンター（〒471-8525 豊田市栄生町 2-1） 

TEL: (0565) 36-5941（橋本）、FAX: (0565) 36-5930 

（２）特別講演会場： 

豊田商工会議所（〒471-8506 豊田市小坂本町 1-25） 

TEL: (0565) 32-4594（鷲見）、FAX: (0565) 34-1777 

（３）企業研修会場： 

（株）デンソー技研センター（〒446-8507 安城市高棚町新道 1） 

（株）デンソー 高棚製作所（〒446-8507 安城市高棚町新道１） 

TEL: (0566) 73-2612（村田）、FAX: (0566) 73-2965 

（４）技術研修会場： 

愛知県産業技術研究所（〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割） 

TEL: (0566) 24-1841（高須）、FAX: (0566) 22-8033 

■《受講修了》  

受講修了者（出席率 70％以上）には、受講者及び派遣企業に「修了証書」を授与します。 

また、優秀者には「優秀証書」を授与します。 

「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プログラム」 

研 修 講 座 受 講 要 項 

 

（出典 平成18年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育成」委託事業パンフレット抜粋）
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企　業　名 各講座修了者
講座名　：　① 「匠
の技術から学ぶも
のづくり」

講座②　 「製造技
術者のための基
礎設計技術」

講座③　 「製造技
術者のためのディ
ジタル技術」

講座④　 「技術者
の素養を磨くスキ
ルアップ講座」

延受講者数

吉 岡 大 輔 ○ ○
森 健 太 ○
落 合 基 ○
安 藤 健 一 郎 ○
臼 井 雅 通 ○
高 岡 茂 樹 ○
山 本 宜 孝 ○
清 拓 也 ○
石 川 敦 規 ○
川 島 桂 ○
大 山 貴 志 ○
中 武 創 ○
渡 辺 勇 介 ○
那 須 孝 浩 ○
冨 川 義 則 ○
渕 要 輔 ○
喜 多 紀 之 ○
笹 田 良 治 ○
中 島 健 稔 ○

（株）ヤマコー 前 田 佳 彦 ○ 1
岡 田 敏 也 ○
荒 川 政 俊 ○
星 野 憲 久 ○ ○ ○ ○
村 木 真 規 ○
竹 原 慎 二 ○
楠 治 宏 ○
飯 場 弘 彰 ○
野 村 晋 司 ○
和 田 芳 信 ○
三 浦 貴 代 ○
北 原 哲 郎 ○
鈴 木 義 美 ○
蔡 鐘 徳 ○ ○
加 藤 貴 光 ○
河 合 徹 ○
近 藤 繁 幸 ○

（有）悠記堂 柴 田 泰 典 ○ 1
川 部 貴 彦 ○
大 滝 幸 司 ○
安 達 浩 生 ○
満 永 憲 治 ○
金 田 浩 揮 ○
西 口 敏 幸 ○
青 山 純 也 ○
竹 山 和 則 ○
今 井 宏 幸 ○
宮 本 修 ○
冨 山 健 介 ○

刈鈑工業（株） 中 川 貴 裕 ○ 1
丸和電子化学（株） 石 本 淳 一 ○ 1
広瀬テクノロジー（株） 宮 崎 達 也 ○ 1

栗 田 直 樹 ○
石 川 雅 之 ○
滝 本 大 助 ○
加 藤 貴 史 郎 ○
高 岡 将 也 ○
小 林 弘 純 ○
杉 原 守 ○
松 原 広 明 ○
松 本 和 也 ○
大 滝 陽 平 ○
野 村 和 代 ○
長 崎 光 生 ○
長 谷 川 真 也 ○

大豊精機（株） 二 村 昇 吾 ○ 1
長 谷 川 光 紀 ○ ○
渡 辺 良 和 ○ ○
井 上 貴 博 ○
古 市 聡 ○
山 中 宏 納 ○
藤 山 和 輝 ○
富 森 将 司 ○
鈴 木 隆 行 ○
岡 野 祥 之 ○
岸 野 祐 子 ○
高 須 弘 規 ○
長 谷 川 久 英 ○
峠 篤 史 ○
牧 野 英 樹 ○
筧 和 憲 ○
江 島 充 彦 ○
澤 田 修 平 ○
柴 田 健 永 ○
林 田 貴 穂 ○

鈴木工業（株） 石 原 未 貴 人 ○ 1
宮田電工（株） 1
東京海上あんしん生命保険（株） 1
（株）岩月工業所 1

（参加企業２９社） 修 了 者 数 28 27 21 16 97

7

3

2

2

4

13

12

3

（株）馬渕製作所

クロタ精工（株）

8

2

2

2

3

3

小島プレス工業（株）

大東工業（株）

（株）サンキ

（株）ニフコ

（株）協豊製作所

（株）日栄機工

（株）ニシムラ

2野場電工（株）

4

6

内浜化成（株） 7

2

三井屋工業（株）

渡辺工業（株）

東海オートメーション（株）

明光化成工業（株）

サトープレス工業（株）

テクノハマ（株）

ノックス電子（株）

ミヤマ工業（株）

平成１８年度人材育成事業受講者等一覧

 

（出典 平成18年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育成」委託事業資料から作成）
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資料Ａ－１－②－４

 

共同研究費，受託研究費及び奨学寄付金の受入実績 

 

 

 

 

（出典 H19学校要覧 p53）
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

資料Ａ－１－②－５

 

（出典 H19学校要覧 p53）

申 請 件 数 

 平成16 7 成18年度 平成1 年度 平 年度 

申請件 63件 84件 85件 数（奨励を含む） 

 

（出典 庶務課資料）
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

資料Ａ－１－②－６

 

専攻科修了生発表論文一覧 

 電子機械工学専攻 建設工学専攻 情報科学専攻 計 

平成 18 年度 ９件／７人 20 件／11 人 16 件／11 人 45 件／29 人 

平成 17 年度 12 件／９人 ８件／６人 17 件／８人 37 件／23 人 

平成 16 年度 ９件／６人 34 件／12 人 ２件／３人 44 件／21 人 

 

平成18年度専攻科修了生発表論文一覧 
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（出典 平成18年度専攻科修了生発表論文一覧）
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資料Ａ－１－②－７

研究業績一覧 

 平 平 平成 16 年度 成 17 年度 成 18 年度 

学 49 42 48術論文    

教  9  9 15育論文    

国 28 29 29際会議    

講 94 10 98演論文  9  

そ 51 37 40 の 他    

 

研　　究　　業　　績

49
42

48

9 9
15

28 29 29

94

109

98

51

37 40

0
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100

120

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

件数

学術論文 教育論文 国際会議 講演論文 そ の 他

 

（出典：庶務課作成資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 

地域企業との共同研究の実績や技術相談の件数，奨学寄附金，共同研究及び受託研究の受け入れ

等による外部資金の獲得状況や科学研究費補助金への申請件数，採択件数及び金額からみて，教員

による研究活動が活発であり，また多くの研究成果が公表されていることや，学生の研究発表数か

らも研究の成果を教育に反映させるという目的に沿った活動の成果が現れている。 

以上のことから，本校の掲げる研究の目的に沿った活動の成果が十分上げられていると判断する。 
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が

整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，教育研究施設の連携を図り，総合的な運営を行うため，地域共同テクノセンター，材料

構造物疲労試験センター，ものづくりセンター及び専攻科を総合してテクノコンプレックスとして

いる（資料Ａ－１－③－１）。テクノコンプレックスには，運営委員会があり，地域共同テクノセ

ンター長，材料構造物疲労試験センター長，ものづくりセンター長，専攻科長，技術部長，地域共

同テクノセンターの各部門長，技術部技術長，庶務課長，研究協力係長等により構成されている

（資料Ａ－１－③－２）。運営委員会は，各教育研究施設の連絡・調整を行っているが，例えば平

成18年２月には，テクノコンプレックスのパンフレット（資料Ａ－１－③－３）を作成し，共同研

究や受託研究等の紹介や申し込み方法について企業に周知すること等の活動を行っている。地域連

携を含む教員の研究活動については，地域共同テクノセンターで行っている。一方，地域共同テク

ノセンターでは，本校が開発した研究者データベースシステム（平成17年度に高等専門学校機構に

おいて，その有用性が認められ，全国高専共通の研究者データベースとして採用）（資料Ａ－１－

①－７）より，本校教員，技術職員のデータを出力して「豊田高専研究者総覧」（資料Ａ－１－①

－10）を発刊し，関連する企業に郵送（資料Ａ－１－③－４）するとともに，教員の専門分野や技

術シーズ等の情報発信と通じて産学連携の推進を図っている。 

平成16年度から，庶務課に研究協力係を設け，地域企業からの技術相談や産学連携，HP上での研

究協力に関する情報の外部への公開を推進している（資料Ａ－１－③－５）。また，科学研究費補

助金の申請と採択件数の増加を図るため，科学研究費補助金審査員経験者を講師に招き，説明会を

開催（資料Ａ－１－①－11）するとともに，校長裁量経費による教育・研究プロジェクト経費の公

募を行っている（資料Ａ－１－③－６）。 

 

資料Ａ－１－③－１

 

（出典 H19年度学校要覧 p32）
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

資料Ａ－１－③－２

豊田工業高等専門学校テクノコンプレックス規程 
 

制    定 平成 16 年４月１日 
最終改正 平成 17年２月 22日 

（設置） 
第１条 豊田工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，地域共同テクノセンター，材料・ 

構造物疲労試験センター，ものづくりセンター及び専攻科（以下「センター等」という。）の 
連携を図り総合的な運営等を行うことを目的として，豊田工業高等専門学校テクノコンプレッ 
クス（以下「テクノコンプレックス」という。）を置く。 
（業務） 

第２条 テクノコンプレックスは，前条の目的を達成するため，次の業務を行う。 
一 センター等の総合的な運営・調整に関すること。 
二 センター等を利用した本校教員の教育・研究活動の推進に関すること。 
三 地域社会や企業等との共同研究・開発の推進に関すること。 
四 その他テクノコンプレックスの目的達成に必要なこと。 
（テクノコンプレックス長） 

第３条 テクノコンプレックスにテクノコンプレックス長を置き，地域共同テクノセンター長を 
もつて充てる。 

２ テクノコンプレックス長は，テクノコンプレックスの目的達成のための業務を総括する。 
（副テクノコンプレックス長） 

第４条 テクノコンプレックスに副テクノコンプレックス長を置き，本校教授の中からテクノコ 
ンプレックス長が推薦し，校長が任命する。 

２ 副テクノコンプレックス長は，テクノコンプレックス長の職務を補佐する。 
（委員会） 

第５条 テクノコンプレックスの円滑な運営を図るため，テクノコンプレックス運営委員会（以 
下「委員会」という。）を置く。 

第６条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 
一 センター等の総合的な運営・調整に関する事項 
二 センター等を利用した本校教員の教育・研究活動の推進に関する事項 
三 地域社会や企業等との共同研究・開発の推進に関する事項 
四 本校の教育・研究活用のための施設・設備の充実に関する事項 
五 各センター等の予算，決算及びその他管理運営に関する重要事項 
六 その他テクノコンプレックスの運営に関する事項 

第７条 委員会は，次の各号に掲げる者をもつて組織する。 
一 テクノコンプレックス長 
二 副テクノコンプレックス長 
二 材料・構造物疲労試験センター長 
三 ものづくりセンター長 
四 専攻科長 
五 技術部長 
六 地域共同テクノセンター部門長 
七 各学科から推薦された教員若干名 
八 技術部技術長 
九 庶務課長 
十 研究協力係長 

２ 前項第７号に掲げる委員は，校長が任命し，任期は 1 年とする。ただし，再任を妨げない。 
第８条 委員会に委員長を置き，テクノコンプレックス長をもつて充てる。 
２ 委員長は，委員会を主宰する。 
３ 委員長に事故が生じた場合は，副テクノコンプレックス長がその職務を代行する。 
４ 委員会が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，その意見を聴くことが 

できる。 
第９条 委員会の庶務は，庶務課において行う。 

（雑則） 
第 10 条 この規程に定めるもののほか，運営に関し必要な事項は，委員会の議を経て，テクノコ 

ンプレックス長が定める。 

（出典 規則集）
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資料Ａ－１－③－３

 

（出典 テクノコンプレックスパンフレット抜粋）
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

資料Ａ－１－③－４

○共同研究先等企業

機　　　　　関　　　　　名 宛名 部数

1 日本通信機（株） 開発部 242-0018 大和市深見西７－４－１２ 2

2 （株）サカエ 建設部 470-1121 豊明市西川町善波６－１５ 2

3 （株）エス・エヌ・テー 事業企画・開発部 460-0001 名古屋市中区三の丸１－１０－２８ 2

4 大有コンクリート(株) 技術部 460-0022 名古屋市中区金山５－１４－２ 2

5 (株)赤羽コンクリート 技術課 489-0003 瀬戸市穴田町９８３ 2

6 東海ＥＣ(株) 商事部 467-0806 名古屋市瑞穂区瑞穂通り５－２６ 2

7 （株）サンエス 営業技術部 143-0016 大田区大森北１－１－５ 2

8 （株）協豊製作所 技術開発部 471-8515 豊田市トヨタ町６ 2

9 小島プレス工業（株） アンテナ技術部 470-0207 西加茂郡三好町大字福谷字広久伝１５ 2

10 （株）産木 緑化部門 651-1412 西宮市山口町下山口２－８－１５ 2

11 ヤハギ道路(株) 施工本部工務課 471-0034 豊田市小坂本町１－５－１０ 2

12 広瀬テクノロジー㈱ システム開発室 470-0309 豊田市西広瀬町小麦生６３５－２０ 2

13 NPO手話技能検定協会名古屋支部 支部長 464-0819 名古屋市千種区四谷通３－２６ 四ッ谷ビル５０１号 2

14 （株）トヨタマックス 先行開発部 471-0826 豊田市トヨタ町２ 2

15 中央砕石（株） プラス事業部 569-1051 高槻市大字原８５６－４ 2

16 ファミリー（株） 開発技術室 532-0004 大阪市淀川区西宮原２－１－３ 　ソーラ新大阪２１　１３階 2

17 太啓建設（株） 土木部 471-0071 豊田市東梅坪町１０－３－３ 2

18 小野田ケミコ（株） 特殊コンクリート部 116-0014 荒川区東日暮里３－１１－１７ 2

19 デンソーテクノ（株） ＩＣ部 474-0025 大府市中央町２－１８８ 2

20 松元産業（株） － 448-0813 刈谷市小垣江町御茶屋下１１－４ 2

21 （株）花みずき工房 － 432-8068 浜松市大平台２－４８－３３ 2

22 （株）ガルコン － 465-0025 名古屋市名東区上社３－１０２ 名東ビル２０１号 2

23 アイシン精機（株） 生産技術部 448-8650 刈谷市朝日町２－１ 2

24
高砂熱学工業（株）名古屋支社三河営
業所

技術課（総括所長） 448-0858 刈谷市若松町１－１９ 2

48

○文部科学省・経済産業省・高専機構本部

機　　　　　関　　　　　名 宛名 部数

1 文部科学省高等教育局 専門教育課 100-8959 千代田区丸の内二丁目５番１号 1

2 文部科学省研究振興局 研究環境・産学連携課 100-8959 千代田区丸の内二丁目５番１号 1

3 経済産業省 産業技術環境局 100-8901 千代田区霞が関１－３－１ 1

大学連携推進課

4 独立行政法人国立高等専門学校機構本総務課 193-0834 八王子市東浅川町701-2 2

企画課 108-0023 港区芝浦3-3-6 　キャンパス・イノベーションセンター4Ｆ 1

6

○国立大学法人（工学部）

機　　　　　関　　　　　名 宛名 部数

1 国立大学法人名古屋大学 工学部 464-8603 名古屋市千種区不老町 1

2 国立大学法人名古屋工業大学 テクノイノベーションセンター 466-8555 名古屋市昭和区御器所町 1

3 国立大学法人岐阜大学 工学部 501-1193 岐阜市柳戸１－１ 1

4 国立大学法人豊橋技術科学大学 工学部 441-8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１－１ 1

5 国立大学法人長岡技術科学大学 工学部 940-2188 長岡市上富岡町１６０３－１ 1

6 国立大学法人静岡大学 工学部 422-8529 静岡市大谷８３６ 1

7 国立大学法人三重大学 工学部 514-8507 津市上浜町１５１５ 1

7

○県・市関係

機　　　　　関　　　　　名 宛名 部数

1 中部経済産業局 地域経済部 460-8510 名古屋市中区三の丸２－５－２ 2

2 （財）中部科学技術センター 総務部 460-0008 名古屋市中区栄２－１７－２２ 名古屋市科学館内 1

3 （財）科学技術交流財団 業務部共同研究・情報課 460-0002 名古屋市中区丸の内２－４－７ 愛知県産業貿易館西館内 1

4 豊田商工会議所 会頭 471-8506 豊田市小坂本町１－２５ 豊田産業文化センター３階 1

5 豊田市役所 産業部産業労政課 471-8501 豊田市西町３－６０ 1

6 （財）豊田都市交通研究所 － 471-0025 豊田市西町４－２５－１８ 中根ニッセイビル３Ｆ 1

7

○既に配付済み

部数

1 校長 1

2 各学科主任、技術部 7

3 テクノコンプレックス長 1

4 （来客）デンソー技研センター 1

10

豊田高専研究者総覧送付先

住　　　　　　　　　所

住　　　　　　　　　所

住　　　　　　　　　所

住　　　　　　　　　所

 

（出典 庶務課資料）
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資料Ａ－１－③－５

 

 

（出典 ホームページ抜粋）
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資料Ａ－１－③－６
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（出典 総務会議（H19.3.27）資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，教員個々の研究活動の状況や改善点を集約するような体制は組織されていないが，教

育研究施設の紹介，共同研究や受託研究の申し込み方法について企業への周知，本校教員の専門分

野や技術シーズ等の情報発信を地域共同テクノセンターが中心となってテクノコンプレックスが受

け持っており，地域企業との産学連携を推進している。また，庶務課研究協力係の支援により，地

域との研究協力に関する情報をHP等を通してPRするとともに，科学研究費補助金の採択件数増加に

向けて，説明会や申請書チェック等の体制を整えている。 

以上のことから，研究の目的に沿った活動を支援し，改善していく体制は整備され，機能してい

ると判断する。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・研究者総覧パンフレットの作成と企業へのＰＲ 

・研究者データベースの創設と研究情報の公開 

・地域共同テクノセンターによる技術相談，講演会の開催，外部委託事業への申請 

・科学研究費補助金申請のための説明会と評定基準を意識した調書作成のための手引きの作成，

及び内部チェック体制の充実 

・共同研究による実践的な技術者の育成と成果の公表による還元 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

本校では，研究活動の目標として，１）基礎研究と技術シーズの育成，２）技術交流の促進と研

究成果の創出，３）外部研究資金等の導入，４）実践的技術者の育成と研究教育への還元を挙げて

いる。これらを実現するためにテクノコンプレックスを中心とした活動を広く行っている。地域企

業との共同研究，受託研究，奨学寄附金の受け入れ等による外部資金の獲得状況や科学研究費補助

金の申請件数，採択件数等からみて，教員による研究活動は活発であり，学生の研究発表やロボッ

トコンテスト等におけるアクティビティからも，研究の成果を教育に反映するという目的に沿った

活動の成果が現れている。また，本校では，教員の研究活動の状況や改善点を集約するような体制

は組織されていないが，本校教員の専門分野や技術シーズ等の情報発信を地域共同テクノセンター

が中心となってテクノコンプレックスが行っており，地域企業との産学連携を推進している。加え

て庶務課研究協力係の支援によって地域との研究協力に関する情報をHP上で公開するとともに，科

学研究費補助金の採択件数向上に向けて，説明会や申請書チェック等の体制を整備している。 

以上のように，研究の目的に沿った活動を支援し，改善していく体制は，整えられている。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成状況は良好である。 
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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 本校では正規課程の学生に対して，「実践的かつ専門的な知識及び技術を有する創造的な人材」（機構法第３条）

を養成することを目ざして教育活動を行っているが，同時に正規課程の学生以外に対する教育サービスも行っている。

独立行政法人国立高等専門学校機構法第 12 条には「四 公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会

を提供すること」とあり，その趣旨に基づき地域社会への貢献として社会のニーズに対応した教育サービスを行うこ

とは重要である。 

そこで本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスの目標として以下の項目を掲げる。 

 

１）小中学生を対象とした教育サービス 

教員による小中学生を対象とした出前授業や，市及び県等が主催する科学技術関連イベントへの参加を組織的

かつ積極的に推進する。また，在学生を小中学校における訪問授業の補助役として同行させ，小中学生の授業理解

の補助・学習意欲の向上と同時に本校学生の学習意欲向上を図る。 

 

２） 公開講座の充実 

教員による中学生を対象とした公開講座や地域住民を対象とした多方面に渡る分野の一般教養講座を行い，中学

生を含む地域住民の教養向上並びに地域文化の振興に寄与する。 

 

３） 地域企業との連携 

地域の中小企業の若年技術者の再教育を行い，地域の活性化を促進するとともに，教育研究に関する成果や本

校の施設・設備を公開し，地域の産業界及び教育界にそれを還元する。 

 

４）研究生，聴講生及び科目等履修生の受入 

正規課程の学生以外に対する教育として研修生，聴講生，科目等履修生を受入れ，学習の機会を提供して要望に

応える。 
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２ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学

生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では，正規課程の学生以外に対する教育サービスとして，（１）小中学生を対象とした教育サ

ービス，（２）公開講座，（３）地域企業との連携，（４）研究生，聴講生及び科目等履修生の受入，

を行っている。以下それぞれについて述べる。 

 

（１）小中学生を対象とした教育サービス 

本校では，平成 12 年度より，電気・電子システム工学科の教員及び技術職員により「センサつき

のインテリロボットをつくろう」について豊橋市商工会議所において中学生を対象とした出前講座を

行っている（資料Ｂ－１－①－１）。出前授業として，平成 18 年度では事前に授業内容を中学校側

に提示し（資料Ｂ－１－①－２），その中から一般学科の語学に関する授業として「中学生のための

口語文法入門」，「語源から学ぶ英語の歴史」の２講座（中学生対象），自然科学に関する授業とし

て，「金属はどのような仕組みで変形するの？」（小学生対象）を，豊田市内にある小中学校で実施

している。同様に専門学科による「地盤の液状化実験」（小学生対象），「知られざる土壌汚染の仕

組み」（中学生対象）と題して，出前授業を実施している（資料Ｂ－１－①－３）。 

 資料Ｂ－１－①－２の実施案内には本教育サービスの目的，すなわち「国立豊田高専では，豊田市

内の小・中学校における教育を支援することを目的に出前授業を実施いたします。」との記述があり，

この目的の達成のために，計画や具体的な方針を定めている。本資料は，豊田市周辺の小中学校に文

書で通知している。今後，通知する地域を広げていく予定である。 

 また，平成 16 年度からは市及び県等が主催する科学技術関連イベント「ものづくりなぜ？なぜ？

プロジェクト」に参加し，機械工学科の学生が学生指導員となり，小中学生とのパイプ役として企業

指導員を補佐し，小５～中３の学生にものづくりを指導することにより，小中学生の授業理解の補助

・学習意欲の向上と同時に本校学生の学習意欲向上が図られている（資料Ｂ－１－①－４）。 

 

（２）公開講座の充実 

 教員が中学生を対象とした公開講座や地域住民を対象とした多方面に渡る分野の一般教養講座を行

い，中学生を含む地域住民の教養の向上並びに地域文化の振興に寄与している。平成 16～18 年度に

開講した公開講座について資料Ｂ－１－①－５に示す。この中には，上述した中学生対象の豊橋市商

工会議所で開催している「センサつきのインテリロボットをつくろう」もあるが，豊田市との共催に

より開講した講座（地域連携講座）として，平成 17，18 年度にはそれぞれ３講座が含まれている。

なお，これらについては豊田市により，市民全世帯（約 15 万世帯）にカラー刷りのチラシ（資料Ｂ

－１－①－６）が配布され，地域住民に対して公開講座の開催が周知された。また，豊田市からは，

駅近くの利便性のよい会場の提供も受けている。 

また，すべての公開講座を愛知県の Web「学びネットあいち」に登録し，各新聞社及び各市町村広

報誌に掲載を依頼している（資料Ｂ－１－①－７）。その他，本校 HP に公開講座専用ページを作成

し，幅広く受講生を募集している。 

 参照 → http://www.toyota-ct.ac.jp/~jimu/syomu/gakusyuu/home.htm 
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資料Ｂ－１－①－１

 

平 成 １ ６ 年 度 豊 田 工 業 高 等 専 門 学 校 公 開 講 座 

 

「 受 講 の 案 内 」 

 

－マイコンロボットの製作とロボットコンテスト－ 

 

このたびは，本校の公開講座にお申込みいただき誠にありがとうございます。 

 抽選を行った結果，貴方がご当選されましたので，通知申し上げます。 

 ついては，下記の事項にご留意いただき，受講願います。 

 また，当日は事故のないようにご注意いただき，ご来校されることをスタッフ一同心からお待ち申し上げて 

おります。 

記 

 

  １．開催日初日に下記にて受付を行い，受講料をお支払いください。 

   （１）日 時 

       ７月２７日（火） ９時４０分までに 

   （２）場 所 

       豊田工業高等専門学校「一般学科・管理棟」１階 庶務課受付窓口 

                                          （別紙１） 

   （３）当日持参いただくもの 

      ①受講料  ４，６００円 

（内訳：講習料２，１００円＋教材費２，５００円） 

         ②同意書（別紙２） 

            ※保護者のサイン忘れがないか確認願います。 

      ③文房具等受講に必要なもの及び昼食・飲物は各自で準備願います。 

  ２．開催日の２日目は直接，会場（電気・電子システム工学科２階電気電子工学実験室）へご集合くだ 

さい。場所は開催日初日に案内します。 

    なお，初日同様に文房具等受講に必要なもの及び昼食・飲物は各自で準備願います。 

  ３．豊田高専へのアクセス及び駐車場について 

   （１）地図（別紙１)を参考にご来校ください。 

      （２）車での送迎スペースはございます。 

      なお，周辺道路への駐停車はご遠慮ください。 

  ４．欠席される場合について 

    諸般の事情により欠席される場合は，開催時間の３０分前までに庶務課までご連絡ください。 

  ※ また，本公開講座への申込みに見覚えがない場合もご一報ください。 

    豊田高専庶務課 0565-36-5828 

 

（出典 生涯学習委員会資料）
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資料Ｂ－１－①－２

 
平成 18 年度 小･中学校出前授業 実施案内 

 
国立豊田高専では、豊田市内の小・中学校における教育を支援することを目的に出前 

授業を実施いたします。総合学習等で希望される授業がメニューにございましたら、選 

んでお申込みいただくと、本校教員が授業に出向きます。 

１）メニュー 

  「平成 18 年度国立豊田高専出前授業一覧」を参照してください。 

 ２）対象 

  小学生 4 年生以上及び中学生 

３）申込方法 

  (1) 出前授業を希望される場合は、Ｅメール、または電話、ＦＡＸで、希望される授 

業テーマの担当教員と内容、実施日程等について事前打合せを行ってください。 

連絡先は出前授業一覧に掲載されています。教員との連絡が取りにくい場合は、下 

記の問合せ先まで連絡願います。 

  (2) 実施日程等の打合せ後、別紙「出前授業申込書」に記入し、下記の問合せ先まで 

送付願います。 

４）受付開始 

  平成 18 年 7 月 5 日（水）から 

 

（出典 学生課資料）

 

資料Ｂ－１－①－３

 

（出典 学生課資料）

 平成１８年度 出 前 授 業 申 込 一 覧  

         

出前授業日時 本校担当教員 番

号 出前授業日 時 間 学 科 氏   名
申込機関 

授業

番号
授業テーマ 申込日 

1  ８月 25 日(金) 10:0～11:00 一般学科 柏谷賢治 豊田市立四郷小学校 5 

金属はどのような

仕組みで変形する

の？ 

8 月 7 日

2  ８月 30 日(水) 10:0～11:00 
環境都市

工学科 

伊東 孝

小林 睦
豊田市立四郷小学校 18 

地 盤 の 液 状 化 実

験 
8 月 7 日

3  ９月 16 日(土) 9:00～12:00 
環境都市

工学科 

山下清吾

松本嘉孝
豊田市立下山中学校 19 

知られざる土壌汚

染の仕組み 
8 月 9 日

4 11 月 11 日(土) 8:30～10:00 一般学科 松浦由起
豊田市立 

梅坪台中学校
2 

中学生のための口

語文法入門 
11 月 2 日

5 11 月 11 日(土) 8:30～10:00 一般学科 神谷昌明
豊田市立 

梅坪台中学校
3 

語源から学ぶ英語

の歴史 
11 月 2 日
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資料Ｂ－１－①－４

 

 

 

 

１ 募集人員 

６人以内 

     ※１活動日に３人の参加が必要なため、６人の場合は２人１組のペアとなり、実施 

します。希望者が募集人員に満たない場合、毎週参加していただく場合もありま 

す。 

     ※リーダーになっていただける方（緊急の連絡等を他のメンバーに伝えてもらう責 

任者）を１名選出する予定です。 

２ 参加用件 

       ・ 平成１９年４月に本科４年生または５年生となる方 

              ・ 試験期間中及び学校行事以外は、必ず参加できる方 

・ 自動車、ものづくりが好きな方 

・ 子どもとふれあうことが好きな方 

３ 学生指導員としての役割 

・子ども（小５～中３）が行う古い車（パブリカを予定）の修復作業を指導  

・夢の自動車づくり支援（子どもがデザインした車の製作） 

・子どもと企業指導員（トヨタ自動車等１３社参加）とのパイプ役 

４ 活動期間・日時 

       平成１９年４月～平成２０年３月  

土曜日午前９時～午後４時 （月３回程度、年間３６回程度）  

５ 活動場所 

       財団法人あすて 豊田市本町本竜４３ ℡0565-52-0362 

６ 参加費用  

年間５００円（施設使用料としてお支払いをお願いします。） 

７ 傷害保険 

       プロジェクト事務局で加入します。 

       （保険金：死亡１,３００万円、後遺障害１,３００万円まで、 

入院（１日につき）７,０００円、通院保険（１日につき）４,５００円、 

賠償責任５億円まで） 

加入費用はプロジェクト事務局で負担します。 

８ 服装 

       作業着としてつなぎ及び帽子を事務局で用意いたします。 

９ 食事（昼食） 

       ご希望の方は、「あすて」にて準備できます。（１食２００円～３００円） 

 

平成１９年度 ものづくりなぜ？なぜ？プロジェクト 自動車チーム 

豊田工業高等専門学校 学生指導員募集要項 
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１０ 申し込み方法、期限 

       学生指導員募集要項及び申込用紙は学生課教務係にありますので、必要事項を 

記入し、３月９日（金）までに学生課教務係へご提出ください。 

１１ 最初の活動日（はじめの式） 

       平成１９年４月７日（土）午前８時５０分に「あすて」に集合 

       １年間の活動内容を説明いたします。 

       学生指導員の担当プロジェクト等の最終決定を予定しています。 

１２ その他 

       謝金等はありませんので、ボランティア活動となります。 

       学科によって特別単位（ボランティア単位）になる場合がありますので、指導 

教員に相談してください。 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課資料）

【プロジェクトに関する問い合わせ】 

ものづくりなぜ？なぜ？プロジェクト事務局 豊田市役所 生涯学習課 

担当：松本、加藤          TEL：0565-34-6660   FAX：0565-31-5870 

〒471-8501 豊田市西町３－６０   Ｅメール：s_gakushu@city.toyota.aichi.jp 

 

 

資料Ｂ－１－①－５

平成 16～18 年度に開講した公開講座 

  ※ 出前講座：「センサつきのインテリロボットをつくろう」（豊橋市商工会議所） 
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平成１７年度公開講座実施予定一覧(決定）

担　当 講   座   名 実施場所 対象者
募集
人員

時　　期 時間帯 時間数 講習料 教材費 合計

絵解きで習う英会話 校内
一般

（中学生以上）
30 8/22～8/26 10:30～12:00 7.5

6,200
（中学生は
1,000円）

1,000
7,200

（中学生は
2,000円）

【豊田市共催　地域連携講座】

戦国軍記『武功夜話』を読む
　－木下藤吉郎の登場－　　－稲生合戦における柴田勝家－

豊田市駅周
辺公共施設

一般
（中学生以上）

25
10/16,10/23

（両日で１講座）
13:00～15:00 4 2,000 0 2,000

機械工学科 メカワールド体験講座 校内 中学生 18 7/25～7/26 10:00～16:00 10 1,000 0 1,000

マイコンロボットの製作とロボットコンテスト 校内 中学生
30

（2人1組）
7/26～7/27 10:00～16:00 10 1,000 0 1,000

【出前講座】

センサつきのインテリロボットをつくろう（簡単な電子回路工作）
豊橋商工
会議所

中学生 20 7/28 10:00～16:00 5 1,000 2,200 3,200

ハリーポッター第６巻は英語で読もう！めざせ１００万語英文多読入門 校内
一般

（中学生以上）
10 8/9～8/11 13:00～16:00 9

6,200
（中学生は
1,000円）

1,890
8,090

（中学生は
2,890円）

【豊田市共催　地域連携講座】

ハリーポッター第６巻は英語で読もう！めざせ１００万語英文多読体験
豊田市駅周
辺公共施設

一般
（中学生以上）

20
10/15,10/22

（両日で1講座）
13:00～16:00 6 2,000 1,890 3,890

情報工学科 プログラム（Ｃ言語）によるロボット制御にチャレンジ！ 校内 中学生 15 8/3～8/4 10:00～16:00 10 1,000 0 1,000

環境都市工学科 ブリッジコンテスト（橋の模型を作ってみよう） 校内 中学生 20 8/3 10:00～16:00 5 1,000 0 1,000

パソコンで夢の空間を創ろう！　－３Ｄ描画ソフトで挑戦－ 校内 中学生 15 7/28～7/29 10:00～16:00 10 1,000 0 1,000

【豊田市共催　地域連携講座】

木造住宅の耐震安全性の真実　～分かっていること・未だ分からないこと～
豊田市駅周
辺公共施設

一般
（中学生以上）

20
12/3,12/10

（両日で1講座）
13:00～16:00 6 2,000 0 2,000

マルチメディア情
報教育センター

パソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ）ネットワークの構築とウィルス対策 校内
一般

（満18歳以上）
15

8/27,9/3
（両日で1講座）

10:00～16:00 10 6,200 2,000 8,200

一般学科

電気・電子システ
ム工学科

建築学科

 

平成１８年度公開講座実施予定一覧(申請）

担　当 講   座   名 実施場所 対象者
募集
人員

時　　期 時間帯 時間数 締切  受講料

電気・電子システ
ム工学科

マイコンロボットの製作とロボットコンテ
スト

学内 中学生
30

（2人1組）
7/25（火）
7/26（水）

10:00～16:00 10
7/11
（火）

1,000

情報工学科
プログラム（Ｃ言語）によるマイコン制御
にチャレンジ！

学内 中学生 15
7/27（木）
7/28（金）

10:00～16:00 10
7/13
（木）

1,000

環境都市工学科 わかりやすいコンクリートの話 学内 中学生 20 7/31（月） 10:00～16:00 5
7/18
（火）

1,000

機械工学科 メカワールド体験講座 学内 中学生 18
8/1（火）
8/2（水）

10:00～16:00 10
7/18
（火）

1,000

建築学科
パソコンで夢の空間を創ろう！　－３Ｄ
描画ソフトで挑戦－

学内 中学生 15
8/3（木）
8/4（金）

10:00～16:00 10
7/20
（木）

1,000

電気・電子システ
ム工学科

ハリーポッター第７巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読入門

学内 一般
（中学生以上）

10
8/7（月）

～8/9（水）
13:00～16:00 9

7/24
（月）

 中学生以外3,630
（中学生は1,630）

（テキスト代631含む）

一般学科

近世史料に見る山内一豊　－内助の功
－
戦国軍記『武功夜話』における山内一豊
－山内猪右衛門のこと－

豊田市内
公共施設

一般
（中学生以上）

25
8/26（土）
8/27（日）

10:30～12:30 4
8/14
（月）

中学生以上2,000
中学生1,000

マルチメディア情
報教育センター

Ｗｉｎｄｏｗｓネットワークの構築とセキュリ
ティ対策（初・中級編）

学内 一般
（満18歳以上）

10
8/26（土）
9/2（土）

（両日で1講座）
10:00～16:00 10

8/14
（月）

 3,764
(テキスト代1,764含む）

一般学科 絵解きで習う英会話
豊田市内
公共施設

一般
（中学生以上）

20
8/28（月）,8/30
（水）～8/31

（木）,9/3（日）

10:30～12:00
9/3のみ

10:30～12:00、
13:00～14:30

7.5
8/14
（月）

 中学生以外5,000
（中学生は2,000）

（教材費1,000含む）

電気・電子システ
ム工学科

ハリーポッター第７巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読体験

豊田市中
央図書館

一般
（中学生以上）

20
10/21（土）
10/28（土）

（両日で1講座）
13:00～16:00 6

10/6
（金）

 2,630
中学生1,630

(テキスト代630含む）

電気・電子システ
ム工学科

センサつきのインテリロボットをつくろう
（簡単な電子回路工作）

豊橋商工
会議所

中学生 20 7/28（金） 10:00～16:00 5
7/14
（金）

 3,200
（教材費2,200含む）

（出典 生涯学習委員会資料）
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資料Ｂ－１－①－６

 
（出典 地域連携講座カラーチラシ）
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資料Ｂ－１－①－７

 

（出典 生涯学習委員会資料）
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（３） 地域企業との連携 

地域の中小企業の若年技術者の再教育を行い，地域の活性化を促進するとともに，教育研究に関す

る成果や本校の施設・設備を公開し，地域の産業界及び教育界にそれを還元している。これらについ

ては，選択的評価事項Ａ観点Ａ－１－②に平成 18 年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育

成」委託事業に関する記述があるように，本校では，「豊田地域の自動車部品製造における中小企業

の若手技術者育成プログラム」を立ち上げ，「匠の技術から学ぶものづくり」，「製造技術者のため

の基礎設計技術」，「製造技術者のためのディジタル技術」，「技術者の素養を磨くスキルアップ講

座」と題して，各講座定員 20 名からなる講座を開いた（資料Ｂ－１－①－８）。また，平成 19 年度

には文部科学省「地域再生人材創出拠点の形成」プロジェクトに「伝統・先端技術融合による創造的

人材創出」というユニット名で申請を行っている（資料Ｂ－１－①－９）。さらに豊田市が策定して

いる「豊田市産業振興策 V25 プラン」においても，本校との連携による地域企業の人材育成が期待さ

れている。 

 

（４）研究生，聴講生及び科目等履修生の受入 

本校は，正規課程の学生以外に対する教育として研究生，聴講生，科目等履修生を受入れ，学習の

機会を提供している。資料Ｂ－１－①－10～12 にそれぞれの規程を示す。また，資料Ｂ－１－①－

13 に研究生募集要項を示す。なお，過去３年間の受け入れ状況を資料Ｂ－１－①-14 に示す。 
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資料Ｂ－１－①－８

 
 

平成 18 年度 経済産業省《高専等を活用した中小企業人材育成》委託事業 

 
 
 
 
 
 

 
 

【 開 講 講 座 】 

講  座  名 開 講 期 間 申込締切日 

①「匠の技術から学ぶものづくり」 

    【水曜日】18:00～20:00（10 回）

平成 18 年 9 月 13 日 

       ～11 月 15 日 
平成 18 年 8 月 28 日（月）

②「製造技術者のための基礎設計技術」 

    【水曜日】18:00～20:00（10 回）

平成 18 年 11 月 22 日 

  ～平成 19 年 2 月 7 日
平成 18 年 11 月 6 日（月）

③「製造技術者のためのディジタル技術」 

    【火曜日】18:00～20:00（10 回）

平成 18 年 10 月 10 日 

     ～12 月 12 日
平成 18 年 9 月 25 日（月）

④「技術者の素養を磨くスキルアップ講座」

    【土曜日】 9:30～11:30（10 回）

平成 18 年 10 月 21 日 

 ～平成 19 年 1 月 20 日
平成 18 年 10 月 2 日（月）

※ 募集人数：各講座 20 名（定員になり次第締め切ります。） 

複数の講座を受講していただいて結構です。 

 
 

管理団体：豊田商工会議所 

実施機関：独立行政法人国立高等専門学校機構 

    豊田工業高等専門学校 

「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プログラム」 

受 講 者 募 集  
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 
 
 
 

 
 
 
■《事業概要》 

中小企業製造現場の若手技術者・技能者を主な対象とした人材育成プログラムです。講義に加え

実験・実習などの実技と共に、グループ討論・企業研修などを織り込み、受講者が身をもって体験

しながら学ぶことができるプログラムを目指しています。 

■《受講対象者》   

中小企業製造現場の若手・初学技術者・技能者、技術者を目指している従業員 

専門知識の幅（機械系技術者でディジタル技術など）を広げたい技術者 

■《募集人数》 

各講座とも 20名 

■《受 講 料》  

無料（ただし、各講座とも全期間ご参加いただきます。） 

なお、協力機関への交通費、実習・実験等に係る保険費用は自己負担です。 

■《研修会場》 

各講座とも、「豊田高専地域共同テクノセンター」で実施します。 

（ただし、特別講演、企業研修、技術研修を除く。）  

（１）講座研修会場： 

豊田高専 地域共同テクノセンター（〒471-8525 豊田市栄生町 2-1） 

TEL: (0565) 36-5941（橋本）、FAX: (0565) 36-5930 

（２）特別講演会場： 

豊田商工会議所（〒471-8506 豊田市小坂本町 1-25） 

TEL: (0565) 32-4594（鷲見）、FAX: (0565) 34-1777 

（３）企業研修会場： 

（株）デンソー技研センター（〒446-8507 安城市高棚町新道 1） 

（株）デンソー 高棚製作所（〒446-8507 安城市高棚町新道１） 

TEL: (0566) 73-2612（村田）、FAX: (0566) 73-2965 

（４）技術研修会場： 

愛知県産業技術研究所（〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割） 

TEL: (0566) 24-1841（高須）、FAX: (0566) 22-8033 

■《受講修了》  

受講修了者（出席率 70％以上）には、受講者及び派遣企業に「修了証書」を授与します。 

また、優秀者には「優秀証書」を授与します。 

「豊田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プログラム」 

研 修 講 座 受 講 要 項 

 

（出典 平成 18 年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育成」委託事業パンフレット抜粋）
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資料Ｂ－１－①－９

文部科学省「地域再生人材創出拠点の形成」プロジェクト 

（出典 プロジェクト申請書抜粋）
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資料Ｂ－１－①－10

（出典 規則集抜粋）
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資料Ｂ－１－①－11

（出典 規則集）

 

 

 

 

- 56 - 



豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

資料Ｂ－１－①－12

（出典 規則集抜粋）
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資料Ｂ－１－①－13

 

（出典 学生課資料）
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

資料Ｂ－１－①－14

 

過去３年間の研究生受入れ状況 

年 受 指 研 度 講生 導教員  究 課 題 

男 犬 車Ａ 塚勝美 椅子の電動化装置の製作 

男 荻 ２Ｂ 野 弘 列潜堤の設置規模と破波の規模の関係 平

男 忠 縦

成 16 年度 

Ｃ  和男 リブ補強による既設円筒鋼製橋脚の関係 

平 男 三 日成 17 年度 Ｄ 島雅博 本建築史の研究 

男 早 心Ｅ 坂太一 理物理実験用プログラムの開発 

男 伊 木Ｆ 藤 孝 曽川の水制群について 平

男 荻 植

成 18 年度 

Ｇ 野 弘 樹帯による道路交通騒音低減効果に関する研究

（出典 学生課資料より作成）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では「小中学生を対象とした教育サービス」として出前授業を，また「公開講座」が中学生や

地域住民を対象として実施されている。「地域企業との連携」では「高専を活用した中小企業人材育

成」委託事業が行われており，「研究生，聴講生及び科目等履修生の受入れ」については制度として

学習の機会を提供している。このように本校では，正規課程の学生以外に対する教育サービスが計画

的に実施されている。 

 

 

観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっている

か。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 地域共同テクノセンターを中心とした平成 18 年度経済産業省「高専等を活用した中小企業人材育

成」委託事業においては，選択的評価事項Ａ観点Ａ－１－②にもあるように，地元企業 29 社，延べ

97 名の受講者が参加した。受講者に対するアンケート結果では，事前のパンフレット及びコーディ

ネーターによる事前説明で講座の意図，内容並びにレベルについて理解が得られていたことから，講

座全体の評価は 75～90％と高く，派遣企業の理解も得られていたこともあり，事業の成果は上がっ

たと考えられる。次年度以降の改善については，例えば土曜日開催については，企業側の各種行事等

により，参加が困難という指摘がなされた（資料Ｂ－１－②－１）。 

 続いて，公開講座に関しては，過去３年間の受講者の推移と充足率は以下のとおりである。いずれ

の年度も全体では 100％を超える充足率であるので，順調に受講生を確保していることが示される

（資料Ｂ－１－②－２）。 

公開講座の充実ということで具体的な目標として挙げている「教員による中学生を対象とした公開

講座や地域住民を対象とした多方面に渡る分野の一般教養講座を行い，中学生を含む地域住民の教養

向上並びに地域文化の振興に寄与する」という点では，中学生が積極的に参加できるような内容とし

たことにより，平成 16～18 年度それぞれの年度で 100 名以上の参加者を得た。なお，一般の参加者

を加えると 200 名以上となることが多い。 
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豊田工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

また，生涯学習委員会の決定に基づき平成 17 年度から，本校の公開講座の受講風景を説明付きで

インターネット上で公開及び平成 18 年度から中学生対象講座を中心に「中学生のみなさんへ」を配

布し，学校紹介等を行うなど入学生（受験生）確保の一助を担っている。 

次に，受講生に対するアンケート調査に関しては，平成 16 年度から公開講座を受けての感想や今

後の希望などを調べている。それによると，概ね満足を得ていることが示されていることから，公開

講座の成果が上がっているといえる（資料Ｂ－１－②－３）。 

なお，受講後のアンケート結果によると，中学生の満足度は，一般よりも幾分高い傾向が伺える。 

これらアンケート調査の結果は生涯学習委員会（資料Ｂ－１－②－４）で報告され，公開講座担当

者が次年度の公開講座に反映させるように努めている。また，より充実した教育サービスを目指すた

めに，自由記述のアンケート調査も実施している。その中で講師が今後の改善へと役立てた一例とし

て，資料Ｂ－１－①－５の一般向けの公開講座のひとつである「絵解き英文法」では，平成 17 年度

において「中級・上級の文法を望む」，「このような講座をもっと長い期間でやっていただきたい」

という希望があり，翌平成 18 年度では，これまでの初級レベルから文法の達成目標を中級の内容も

加えるなどの改善を行っている。しかしながら，改善したことにより資料Ｂ－１－②－５の平成 18

年度のアンケートでは，「絵解き英文法」は，23 人中，４名が「あまり満足できなかった」と回答

している。また，講座の期間については，7.5 時間と他の講座に比べても長いにもかかわらず，さら

なる開講時間を求めていることなども今後の検討すべき材料である。このようにアンケート結果を踏

まえ，次年度の講座の内容を検討するというシステムが機能しているといえる。 

 なお，平成 17 年度より実施された出前授業（資料Ｂ－１－①－３）に関する受講生の意見聴取の

状況については，講師が簡単な感想を受講者に求める程度であった。その中で報告されているものと

して，「地盤の液状化実験」では，「液状化が起こったときの構造物の被害状況がよくわかった」と

いう感想があった。また，「知られざる土壌汚染の仕組み」では，「普段使用できない専門的な実験

機器を使って実験ができてよかった」，「土がいろいろな役割を果たしていることがわかって勉強に

なった」などの感想があった。訪問先の中学校の事情等もあり，今後詳細なアンケート調査をすべき

かどうか検討の余地がある。 

平成 16 年度から公開講座で実施しているアンケート調査での意見等は生涯学習委員会で報告して

いるが，次年度の公開講座の受講生は当該年度の受講生と異なるため，アンケート結果を次年度の公

開講座に反映しても，必ずしも改善に結びつかない例も出てくる。この点は，本校公開講座における

問題点として挙げられる。また，近年の公開講座をみると新しい企画は少なく，充足率のかんばしく

ない公開講座もあり次年度以降に内容的に改善するなどの処置が望まれるところである。 

また，工夫した点としては，すべての講座において受講生確保に力を入れるために，応募方法を変

更したことが挙げられる。従来は本校指定日（平日）に事前に来校して，申込みを行い，受講料を支

払うという手続きであったが，より簡素化し来校不要な申込方法（Ｅメール，FAX，郵送のいずれ

か）とし，受講日初日に受講料を支払うという手続に変更した。また，これまでにも各学科がチラシ

を用意していたが，平成 17 年度からは全講座共通の書式にするなどの改良を加えた。さらに，研究

協力係で全体のポスターを作成し，中学校や地域の公民館（豊田市では，交流館やコミュニティセン

ターという名称）など 150 機関以上に配布した。さらに申し込みに関しては，平成 16 年度から個人

単位での申込みに加えて，各中学校が取り纏めて申込みができるように中学校専用 FAX 申込用紙を作

成し，申し込み手続きをより簡略化した。こうした細かな改善が，生涯学習委員会及び庶務課研究協

力係を中心として行っており，改善のためのシステムが機能した例として挙げられる。 
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資料Ｂ－１－②－１

経済産業省「高専等を活用した中小企業人材育成」委託事業プログラム事業報告（抜粋） 

（出典 プログラム事業報告（概要版））
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資料Ｂ－１－②－２

平成１６年度公開講座の受講状況（報告）

◎中学生対象講座◎

95%

学科 講座名 定員
応募
人数

受入
許可

欠席・
辞退
数

受講
者数

充足率
（定員/受講

者）

機械 メカワールド体験講座 18 16 16 2 14 78%

電気・電子 マイコンロボットの製作とロボットコンテスト 30 53 40 0 40 133%

電気・電子 センサ付きのインテリロボットをつくろう（豊橋） 30 17 17 0 17 57%

情報 プログラム（Ｃ言語）によるマイコン制御にチャレンジ！ 15 30 30 0 30 200%

環境
東海地震！自分だけは大丈夫？
ＧＰＳで見る地震の起こるメカニズムと振動実験

20 14 14 2 12 60%

建築 パソコンで夢いっぱいの空間をつくろう 20 15 15 1 14 70%

６講座計 133 145 132 5 127

※備考：応募／定員の率＝109%

学科 講座名 定員
応募
人数

受入
許可

欠席・
辞退
数

受講
者数

充足率
（定員/受講

者）

一般 戦国軍記『武功夜話』を読む（1）（2） 20 43 43 4 39 195%

マル情報
ﾊﾟｿｺﾝ（Windows/Linux）のｲﾝｽﾄｰﾙとﾈｯﾄﾜｰｸの構築
（1）（2）

15 14 14 2 12 80%

建築 揺らしてわかる木造住宅の耐震診断法(1)(2) 20 28 28 0 28 140%

３講座計 55 85 85 6 79

※備考：応募／定員の率

◎社会人対象講座◎

144%

＝155%

学科 講座名 定員
応募
人数

受入
許可

欠席・
辞退
数

受講
者数

充足率
（定員/受講

者）

９講座計 － 188 230 217 11 206

※備考：応募／定員の率

－全講座合計－

110%

＝122%
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★一般対象講座　　（※①及び②は中学生以上であれば受講可、③は満１８歳以上）

（１）豊田高専で実施

開催日 受講料

一般 絵解きで習う英会話　　※① 30 5 5 0 5 17%
8/22（月）
-26（金）

※7,200
※中学2,000

電気・電子
ハリーポッター第６巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読入門　　　※②

10 15 15 0 15 150% 7/26（火） ※8,090
※中学2,890

マルチメディア パソコン（Windows）ネットワーク構築とウィルス対策　※③ 15 11 11 1 10 67%
8/27（土）
9/3（土）

8,200

55 31 31 1 30 55%

※備考：申込／募集の率＝56%

（２）T-FACEで実施　→豊田市との共催（地域連携講座）

開催日 受講料

一般
戦国軍記『武功夜話』を読む
－木下藤吉郎の登場－　－稲生合戦における柴田勝家－

25 38 38 2 36 144%
10/16（日）
、23（日） 2,000

電気・電子
ハリーポッター第６巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読体験

20 86 33 1 32 160%
10/15（土）
、22（土） 2,000

建築
木造住宅の耐震安全性の真実
～わかっていること・未だ分からないこと～

20
12/3（土）
、10（土） 2,000

45 124 71 3 68

65 － － － － －

※備考：実施２講座の申込／募集の率＝ 276%

★中学生対象講座

開催日 受講料

機械 メカワールド体験講座 18 18 18 2 16 89%
7/25（月）
-26（火）

1,000

マイコンロボットの製作とロボットコンテスト 30 42 42 2 40 133%
7/26（火）
-27（水）

1,000

豊橋 センサつきのインテリロボットをつくろう　【豊橋商工会議所】 20 27 27 0 27 135% 7/28（木） 3,200

情報 プログラム（Ｃ言語）によるロボット制御にチャレンジ！ 15 24 24 4 20 133%
8/3（水）
-4（木）

1,000

環境 ブリッジコンテスト（橋の模型を作ってみよう） 20 13 13 0 13 65% 8/3（水） 1,000

建築 パソコンで夢の空間を創ろう 15 17 17 3 14 93%
7/28（木）
-29（金）

1,000

118 141 141 11 130

※備考：申込／募集の率

151%

110%

＝119%

－全講座合計－

218 296 243 15 228

238 － － － － －

※備考：実施１１講座の申込／募集の率＝ 136%

電気・電子

備考

平成１７年度公開講座（地域連携講座含む）の実施状況

学科 講座名
募集
人数

申込
人数

受入
許可

欠席・
辞退

募集
人数

申込
人数

受講
者数

充足率
（受講/募集）

受入
許可

欠席・
辞退

受講
者数

充足率
（受講/募集）

会場

豊田
高専

６講座計

３講座計

学科 講座名

学科 会場 講座名
募集
人数

中学生は１講座1,000円＋教
材費、　中学生以外は機構の
規則を適用＋教材費

会場

豊田
高専

豊田
高専

備考

充足率
（受講/募集）

充足率
（受講/募集）

備考

募集中

申込
人数

受入
許可

欠席・
辞退

受講
者数

申込
人数

募集
人数

料金は豊田市の取り決め（共
催１講座１日1,000円以下）を
適用した。

欠席・
辞退

受講
者数

受入
許可

１講座1,000円に教材費加算

１２講座計

T-
FACE

実施済１１講座計

実施済２講座計

３講座計

105%
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★一般対象講座　　（※①は中学生以上であれば受講可、②は満１８歳以上）

（１）豊田高専で実施

開催日 受講料

電気・電子
ハリーポッター第７巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読入門　　　※①

10 8 8 1 7 70%
8/7（月）
ー9（水）

※3,630
※中学1,630

マルチメディア
Windowsネットワーク構築とセキュリティ対策
（初・中級編）　※②

10 17 14 3 14 140%
8/26（土）
9/2（土）

3,764

20 25 22 4 21 105%

※備考：申込／募集の率＝125%

（２）豊田市との共催（地域連携講座）

開催日 受講料

一般
近世史料に見る山内一豊　－内助の功－
戦国軍記『武功夜話』における山内一豊　－山内猪右衛門のこと－

25 18 18 1 17 68%
8/26（土）、

27（日）
2000

中学生1,000

一般 絵解きで習う英会話 20 29 29 2 27 135% 8/28（月）、30（水）、

31（木）、9/3（日）

5,000
中学生2,000

電気・電子
豊田市

中央

図書館

ハリーポッター第７巻は英語で読もう！
めざせ１００万語英文多読体験 20 30 30 4 26 130%

10/21（土）、
28（土）

2,630
中学生1,630

45 47 47 3 44

65 － － － － －

104%

★中学生対象講座

開催日 受講料

機械 メカワールド体験講座 18 19 18 1 18 100%
8/1（火）
-2（水） 1,000

マイコンロボットの製作とロボットコンテスト 30 40 40 0 40 133%
7/25（火）
-26（水） 1,000

豊橋 センサつきのインテリロボットをつくろう　【豊橋商工会議所】 20 17 17 1 16 80% 7/28（金） 3,200

情報 プログラム（Ｃ言語）によるマイコン制御にチャレンジ！ 15 36 36 0 36 240%
7/27（木）
-28（金） 1,000

環境 わかりやすいコンクリートの話 20 15 15 0 15 75% 7/31（月） 1,000

建築 パソコンで夢の空間を創ろう！　－３Ｄ描画ソフトで挑戦－ 15 2 2 0 2 13%
8/3（木）
-4（金） 1,000

118 129 128 2 127

※備考：申込／募集の率

98%

108%

＝109%

－全講座合計－

183 201 197 9 192

203 － － － － －

※備考：実施１１講座の申込／募集の率＝ 110%

実施済１１講座計

実施済２講座計

３講座計

充足率
（受講/募集）

※備考：実施２講座の申込／募集の率＝

T-
FACE

申込
人数

募集
人数

受入
許可

欠席・
辞退・
落選

受講
者数

１２講座計

備考

料金は豊田市の取り決め（共
催１講座１日1,000円以下）を適
用した。

１講座1,000円に教材費加算

中学生は１講座1,000円＋教材
費、　中学生以外は１日1,000
円＋教材費

会場

豊田
高専

豊田
高専

備考

会場 講座名
募集
人数

申込
人数

受入
許可

会場

６講座計

３講座計

学科 講座名

学科

申込
人数

受講
者数

充足率
（受講/募集）

受入
許可

欠席・
辞退・
落選

受講
者数

充足率
（受講/募集）

欠席・
辞退・
落選

受講
者数

充足率
（受講/募集）

平成１８年度公開講座（地域連携講座含む）の実施状況

電気・電子

備考

学科 講座名
募集
人数

申込
人数

受入
許可

欠席・
辞退・
落選

募集
人数

105%

（出典 生涯学習委員会資料）
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資料Ｂ－１－②－３

（中学生対象講座）
【まとめ】 今回、授業を受けてみてよかった（満足）ですか

機械
電気・電子

（出前）
電気・電子 情報 環境

建築
（夢空間）

合計

よかった（満足） 9 7 36 22 11 12 97
まあまあよかった（まあ満足） 4 8 2 7 1 2 24
どちらともいえなかった（満足感はあまりない） 0 1 2 1 0 0 4
あまりよくなかった（やや不満足） 1 1 0 0 0 0 2
よくなかった（不満足） 0 0 0 0 0 0 0

14 17 40 30 12 14 127

（社会人対象講座）

【まとめ】

一般
建築

（耐震）
マル情 合計

５（最高） 9 1 2 12
４ 11 9 4 24
３ 7 9 3 19
２ 0 3 1
１（最低） 0 0 0 0

27 22 10 59

平成１６年度公開講座のアンケート結果

今回、講義を終えて、貴方自身にとってはどのくらいの満足度が得ら
れましたか。最高が５、最低が１として表現してください。

★満足度★　121/127人　９５％

★満足度★3～5レベル対象　55/59人　９３％

4

今回、授業を受けてよかった（満足）ですか（６講座
計）

【不満足】
0人, 0%

【やや不満足】
2人, 2%

【満足感はあま
りない】
4人, 3%

【まあ満足】
24人, 19%

【満足】
 97人, 76%

今回の満足度（３講座計）

【５：最高】
 １２人, 20%

【４】
２４人, 41%

【３】
19人, 32%

【２】
4人, 7%

【１】
0人, 0%
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資料２

【一般対象講座】　今回、講義を終えて、どのくらい満足度が得られましたか？

ハリー入門 絵解き パソコン（Ｗｉｎ） ハリー体験 戦国軍記 木造住宅

（電気） （一般） （マルチ） （電気） （一般） （建築）

Ａ．充分満足できた 4 2 3 9 14 7 21

Ｂ．概ね満足できた 10 3 2 15 10 13 23 38

Ｃ．普通 1 4 5 1 5 6

Ｄ．あまり満足できなかった 1 1 4 4

Ｅ．全く満足できなかった 0 1 1 1

計 15 5 10 30 25 30 0 55 85

※　無回答１

メカ マイコンロボット パソコンで夢 ブリッジコンテスト プログラム（C言語） センサつき

（機械） （電気） （建築） （環境） （情報） （電気）

Ａ．充分満足できた 11 17 11 10 15 9 73

Ｂ．概ね満足できた 5 8 2 3 2 11 31

Ｃ．普通 10 1 5 16

Ｄ．あまり満足できなかった 3 1 4

Ｅ．全く満足できなかった 0

計 16 38 14 13 17 26 124

　　　　　　平成１７年度公開講座の満足度調査（総括）

　　　　評価の区分
（基本的に５段階とし、C.以上が評価を得たと判
断←機構本部企画課）

小計 小計

豊田高専で実施

※実際のアンケート（中学生宛）は機構の上記表現に更に中学生用の表現を併記（例 ： Ｂ.まあまあよかった）
※中

30

11

5

学生に限定した講座である。

　　　 　評価の区分
（基本的に５段階とし、C.以上が評
価を得たと判断←機構本部企画
課）

計

T-FACEで実施（地域連携講座）

計

【中学生対象】　今回、授業を受けてよかった（満足）ですか？

※中学生対象講座とは異なり、中学生に限定した講座ではない。マルチの講座（パソコン（Ｗｉｎ））については満１８歳以上

◆一般対象講座の満足度◆

【Ａ．充分満足できた】
30人 35%

【Ｂ．概ね満足できた】
38人 45%

【Ｃ．普通】
11人 13%

【Ｄ．あまり満足できなかった】
 5人 6%

【Ｅ．全く満足できなかった】
 1人 1%

７割以上から評価
（満足度）されるよ
うにとは「C．普通」
以上を示す。

A+B+C=９３％

※機構本部企画課に問
い合わせた結果、11/9
（水）回答あり

◆中学生対象講座の満足度◆

【Ａ.充分満足できた】
73人 59%

【Ｂ.概ね満足できた】
31人 25%

【Ｃ.普通】
 16人 13%

【Ｄ.あまり満足できなかっ
た】 4人 3%

【Ｅ.全く満足できなかった】
0人 0%

７割以上から評価
（満足度）されるよ
うにとは「C．普通」
以上を示す。

A+B+C=９７％

※機構本部企画課に問
い合わせた結果、11/9
（水）回答あり
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（質問）　講義を終えて、満足できましたか？

【一般対象講座】　

ハリー入門 Ｗｉｎdows 戦国軍記 絵解き ハリー体験

（電気） （マルチ） （一般） （一般） （電気）

Ａ．充分満足できた 2 4 6 2 6 11 19 25

Ｂ．概ね満足できた 3 8 11 9 9 12 30 41

Ｃ．普通（どちらとも言えない） 1 1 2 4 3 9 10

Ｄ．あまり満足できなかった 0 2 4 6 6

Ｅ．全く満足できなかった 0 0 0

計 5 13 18 15 23 26 64 82

メカ マイコンロボット パソコンで夢 コンクリート プログラム（C言語） センサつき

（機械） （電気） （建築） （環境） （情報） （電気）

Ａ．充分満足できた 8 26 1 10 17 7 69

Ｂ．概ね満足できた 8 11 1 3 12 4 39

Ｃ．普通（どちらとも言えない） 2 2 2 2 3 11

Ｄ．あまり満足できなかった 1 1 2

Ｅ．全く満足できなかった 0

計 18 39 2 15 32 15 121

　　　　　　平成１８年度公開講座の満足度調査（総括）

　　　　評価の区分
（基本的に５段階とし、Ｂ.以上が評価を得たと
判断される）

小計 小計

計

【中学生対象】　

※中学生対象講座とは異なり、中学生に限定した講座ではない。マルチの講座（Ｗｉｎdows）については満１８歳以上

※中学生に限定した講座である。

　　　 　評価の区分
（基本的に５段階とし、Ｂ.以上が評
価を得たと判断される） 計

公開講座 地域連携講座

◆一般対象講座の満足度◆

【Ａ．充分満足できた】
　　25人 30.5%

【Ｂ．概ね満足できた】
　　41人 50%

【Ｃ．普通】
　　10人 12.2%

【Ｄ．あまり満足できなかった】
 　6人
7.3%

【Ｅ．全く満足できなかった】
 　0人 0%

７割以上から評価
（満足度）されるよ
うにとは「Ｂ．概ね
満足できた」以上
を示す。
Ａ＋Ｂ＝８０．５％

◆中学生対象講座の満足度◆

【Ａ.充分満足できた】
69人 57%

【Ｂ.概ね満足できた】
39人 32%

【Ｃ.普通】
 11人 9%

【Ｄ.あまり満足できなかっ
た】 2人 2%

【Ｅ.全く満足できなかった】
0人 0%

７割以上から評価
（満足度）されるよ
うにとは「B．概ね
満足できた」以上
を示す。
A+B=８９％

 

（出典 生涯学習委員会資料）
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資料Ｂ－１－②－４

（出典 規則集）

 

（分析結果とその根拠理由） 

「正規課程の学生以外に対する教育サービス」の享受者のうち，地域企業との連携を目指した「豊

田地域の自動車部品製造における中小企業の若手技術者育成プログラム」においては，４講座（各講

座定員 20 名）併せて受講者 97 名，修了者 92 名を数え，事業の成果が上げられた。また，アンケー

ト結果からも 75～90％の肯定的評価が与えられた。一方，公開講座の参加者については，その充足

率は過去３年間にわたり 100％を超えているとともに，アンケート調査の結果，５段階評定の「４」
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以上の評定を与える参加者が概ね 80％以上であり高い満足度を与えていると考えられる。出前授業

については，受講者に感想を求める程度であるが，訪問先の事情も考慮しつつアンケート調査を行う

かどうか検討中である。参加者数や満足度調査からは，活動の成果が上がっていると判断される。生

涯学習委員会及び庶務課研究協力係を中心とした改善のためのシステムが整備されており，そこでの

報告や協議は公開講座担当者や出前授業担当教員に伝達され，次年度の公開講座に反映されるように

なっている。 

以上のことから，改善のためのシステムが整備され，機能していると判断される。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・経済産業省の「高等専門学校等を活用した中小企業人材育成事業」に取り組んだ。 

 ・公開講座を毎年 10 講座以上開講し，充足率は高く，受講者の満足度も高い。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

 本校では「小中学生を対象とした教育サービス」，「公開講座」，「地域企業との連携」及び「研

究生，聴講生及び科目等履修生の受入」を正規課程の学生以外に対する教育サービスとして計画的に

実施している。これらの実施状況は概ね良好である。特に詳細なアンケート調査を行った公開講座で

は，充足率は平均100％を超えており，またアンケート集計結果からも高い満足度が示されている。

こうした実施状況やアンケート結果等については，生涯学習委員会において報告され，同委員会及び

庶務課研究協力係を中心として次年度以降の計画に反映されるようになっており，改善システムが機

能している。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況は良好である。 

 


